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第一章　再会は想像の斜め上の形で








　ふわふわと肌が溶けてしまいそう。薄絹に触れられているみたいで、もどかしいのに心地いい。ぽかぽかと体の芯から温まって……かと思えば、もだえるほどに熱く激しく追い立てられて。

　とても素敵な感覚。

　なんて最高の快感。

　このままずっと、浸っていたい――。




　極上の気分で目を開けた富と山やま晴はる美みは、視界に映る景色に硬直した。

（え……？　ここ、どこ!?）

　見覚えのない天井。見知らぬ広い部屋。大きくて寝心地のいいベッド。

（ホテル……じゃない、よね？　えっと、昨日、何をしていたんだっけ？）

　困惑している晴美の耳元で、気だるげなうめき声が聞こえた。顔を向けると、間近に青年の端正な顔立ちがあった。

「っ！」

　息を呑んで飛び起きた晴美の目に、青年の首や肩、胸板が目に入り、晴美の頬はひきつった。

（は、裸……なんで、裸？　どうして私、見知らぬ男の人とベッドにいるの!?）

　蒼白になった晴美に、うっすらと目を開けた青年はやわらかな笑みを浮かべて「おはよう」と身を起こした。

「あっ……え…………っ」

　まるで、前から一緒に過ごしているような男の態度に晴美はたじろいだ。

　うーん、と伸びをした青年がにっこりと目じりをゆるめ、晴美の前髪をかき上げる。

「よく眠れた？　晴ちゃん」

（晴ちゃん？）

　懐かしい響きに首をかしげる。知り合いだったろうかと、じっと青年を観察した。

　ふんわりとした栗色の髪は耳の上部が隠れるほどの長さで、丸みを帯びた輪郭によく似合っている。柔和な雰囲気をまとった少し垂れ気味の目。通った鼻筋。薄いけれども、しっかりと存在感のある唇には上品な微笑が浮かんでいた。

（どこかで、会ってる……？）

　誰だっけと眉間にシワを寄せて考え込んでいると、青年が困ったように眉根を下げた。その表情に、閃くものがあった。

「あっ！」

　記憶の奥に眠っていた少年の顔と、目の前の青年の顔が脳裏で重なる。

「あ、天あま草くさ……くん？」

　おずおずと名前を呼ぶと、青年の目じりがとろけた。

「うん」

　まぶしそうな目をしてはにかむ彼の姿に、キュンと晴美の胸が淡く疼いた。

　天草伸しん――小・中学校の同級生で、晴美の初恋の相手。江戸時代から続く老舗呉服店の御曹司で、学校の人気者だった。地味で平凡な自分が相手にされるわけはないと、告白もせずにあきらめて離れた人。

（どうして……？）

　呆然とする晴美の頬に、彼はチュッと軽いキスをして「顔を洗ってくるね」とささやき、ベッドから出ていった。

　見送った晴美は現状を把握するために落ち着こうと胸を押さえて、あるはずの下着の感触がないことに気がついた。

「わっ……うそ」

　とっさに胸を両手で隠して、うつむくと黒い繁みが視界に入って頬がひきつる。

（ショーツも穿いてない！）

　バクバクと心臓が痛いほどに高鳴って、パタリとベッドに倒れこむ。

（なんで私、こんなことになっているんだっけ）

　自分の体を守るように抱きしめて、懸命に昨夜の記憶をたぐり寄せる。

（昨日は、たしか――）

　今日の仕事が終われば、明日から盆休みだと、いつも通りに勤務を終えて、いつもと違うことをしようと期待と緊張を胸に職場を後にした。

（真面目でいい子をやめてみようって、考えたんだっけ）

　晴美は子どものころから、親の言いつけをしっかり守り、お手伝いも進んでおこなう優等生だった。妹に限らず、困っている同級生や下級生などにも声をかける、面倒見のいい子だと言われていた。現在でも会社では、イヤな顔ひとつせずに真面目にコツコツ働く社員だと上司からの評価を受けていた。

　それでいいと思っていたのに、問題児だと言われていた妹の結婚が決まってから、いつも晴美を褒めて、妹を「言うことを聞かない手のかかる子」だと言っていた両親の評価が変化した。

　妹は「ワガママな子」から「しっかりと自分を持って生きている子」ということになり、晴美は「いい子」から「主体性がなく流されている子」に変わってしまった。

　妹が妊娠して孫が生まれると、妹は親孝行者と言われるようになった。

（それまではずっと、家の手伝いもしないで、親の言うことを聞かない悪い子だって、お母さんはぼやいていたのに）

　細く長く、落胆と鬱屈を吐き出して、目を閉じて膝を抱える。

　耳の奥に、「あなたも早く孫の顔を見せてよ」と笑いながら言う母の声がよみがえった。

　晴美は実家に帰ると、家事の手伝いをするのに対して、妹は何もせず座ってのんびり過ごすだけ。やっていることは子どものころのままなのに、近頃の母のぼやきは大学を卒業してすぐに結婚をして、子どもを授かった妹はよくできた娘で、結婚の気配もない自分はダメな娘という内容になってしまった。

　胸の奥に冷たい風が吹いて、家族との距離が遠くなった気がした。相手はちっともそんな気はないだろうとわかっているのに、晴美は勝手に疎外感を覚えてしまっていた。

　そんな自分がイヤになり、まったくもって単純で安易な考えだが、会社の盆休みの間に自分変革をしてみようと思いついた。高校生が夏休み中に大きな変貌を遂げることがあるように、この長期休暇を遅い青春の変革期にしようと決めた。

（手始めに、テレビで「ひとり呑みが流行っている」と言っていたから、ひとり呑みをしてみよう）

　テレビで紹介されていた場所まで電車を乗り継ぎ、少し道に迷いながらも立ち飲み屋の並ぶ界隈にたどり着いた。おしゃれすぎない佇まいに安心して、若い女性客の姿が見えた店に入った。和気あいあいとした雰囲気に怖じけづきつつ、勇気を出して「ちょい呑みセットを」と注文した。

　慣れない場所に緊張したまま出されたビールをちびちび呑んでいたら、いきなり初対面の中年男性に「この店は、初めて？」と声をかけられた。愛想笑いを浮かべて「はい」と返すと男性は気分を良くしたのか、いろいろと自慢話を語りだした。

「そんなんじゃ、いつまでたっても慣れないぞ。もっと、グイッといかないと」

「いえ、でも……そんなにお酒に強くないので」

　おごると言われて断ると、遠慮をするなと強引に注文をさせられて、晴美は困った。

　どうして接待めいたことをしているんだろうと疑問を浮かべつつ、そつない笑顔で対応しながら離れるきっかけを探していると、誰かから懐かしそうに名前を呼ばれて――。

「あっ」

　思い出した。

　さりげなく「別の店へ行こう」と連れ出し、伸は男性から救ってくれたのだ。かなり酔っていた晴美は、十数年ぶりの再会にふわふわと心を浮かせて、手を引かれるままに足を動かした。

　その後は、公園のベンチでペットボトルの水を与えられ、心配をしてくれる伸になぜあそこにいたかを説明した。

　説明というよりは、グチに近かったかもしれない。その中でやけくそ気味な発言――いっそ、とんでもない目に遭ってみたほうがよかったのかも――などとも口にした気がする。

　僕のマンションが近いから休んでいけばいいと提案を受けて、フラフラとおぼつかない足取りで伸に支えられながらこの部屋に連れて来られた。ベッドにどさりと倒れ込み、タイトスカートの締めつけが苦しいと訴えると、着替えを用意してくると言われて伸が部屋から出ていった。なんだか暑い気がしてスカートやブラウスを脱いだ。戻ってきた伸の驚く顔にクスクス笑って、赤くなった彼に「欲情する？」と言ってからかうと、真面目な顔で「する」と答えられ、だったら抱きしめてほしいと腕を伸ばして、キスをしてしがみついて――。

（私ったら、なんてこと！）

　昨夜の記憶をしっかりとたぐり寄せた晴美の体が、羞恥に火照った。

　初恋の相手と十数年ぶりに再会した日にベッドを共にするなんて、信じられない。なんて大胆な行動だろう。

（でも、どうして天草くんは……私と？）

　酔っぱらって誘ったとはいえ、受け入れてくれた理由はなんだろう。

　いつの間にかそばに戻ってきていた伸を、上目遣いに見つめると、チュッと軽く額にキスをされた。

「朝ごはん、用意してくるね」

「あっ、えっと……天草くん」

「ん？」

　にこにこと小首をかしげる彼から、十数年ぶりに再会した友人を懐かしむ気配は漂ってこない。毎日会っている相手に接しているかのようだ。

（というより、なんだか恋人に接しているみたい）

　ぼうっと浮かんだ考えに赤面する晴美の様子に、不思議そうにまばたきをした伸がクローゼットを開けて裾の長いＴシャツを取り出した。

「裸だと、ベッドから出にくいよね。服は洗濯中だから、とりあえずこれを着て出ておいで」

「う、うん……ありがとう」

　とまどいと疑問がないまぜになり、どんな態度を取ればいいのかわからなくて、ぼんやりとした反応になってしまった。

「飲み物は、コーヒーでいいかな？　それとも、紅茶？」

「あ、コーヒーで」

「コーヒーに砂糖は入れる？　牛乳を入れて、カフェオレにしたほうがいいかな」

「あ、うん。それがいい……です」

「わかった」

　ぎこちなく返事をすると、さらっと答えた伸は部屋を出ていった。夢の世界にいるような心地で彼の背中を見送って、Ｔシャツを頭からかぶる。ベッドから出て確認すると、裾は太腿の中ほどまでしかなかった。

（恥ずかしい……けど、裸よりマシかな）

　ノーブラな上にノーパンだけれど、下着は流石に貸してはもらえないし、買ってきてとも言いづらい。羞恥を奥底に押し込んで扉を開けると、コーヒーのいい香りがした。

　リビングルームの広さに、晴美は目を丸くした。十二畳ほどあるだろうか。

（私の、ワンルームマンションの部屋より広い）

　目をパチクリさせて、リビングルームを眺める。

　カウンターキッチンの前に、四人掛けの木目の綺麗なダイニングテーブルが置いてあった。壁際には、大きなテレビがダークブラウンのテレビ台に置かれていた。本棚にもなるタイプのテレビ台には、画集らしきものや、小物が飾られている。その前にガラス天板のローテーブルと、大きなソファがあった。

　ひとり暮らしとは思えない広さに、彼は誰かと暮らしているのかもしれないと考えた。だとしたら、相手はどこにいるのだろう。伸が晴美を連れ帰ったから、遠慮してどこかに行っているのか。それとも、別の部屋にいるのだろうか。

　伸は四人掛けのダイニングテーブルに皿を並べていた。

「おはよう」

　改めてあいさつをされて「おはよう」と返す。おずおずとリビングに入った晴美は、テーブルの上のトーストとハムエッグを見た。

「単純なものでごめんね。洗面所はキッチンの奥にある右の扉。顔、洗っておいで」

「はい」

　うなずいて洗面所に行き、鏡を見る。見慣れた、平凡な顔立ちが映っていた。呑み過ぎたけれど、むくんではいなかった。眠気がたっぷりと残った目は気だるそうで、指先で目の周りを軽くマッサージする。

　もともとメイクは薄いので、化粧をしてもしなくてもそれほど変わらない。個性というものが見受けられない、どこにでもあるような顔だ。自分の容姿で気に入っているのは、ストレートの黒髪のみ。さらりと肩にかかっている毛束に触れて、寝ぐせがつきにくい髪質でよかったと思いながら、手櫛で髪を整えて顔を洗った。

　洗面台に歯ブラシはひとつしかない。今のところ彼以外に住人がいる気配はなくて、ファミリータイプらしいマンションでひとり暮らしをしているのだろうかと考える。

（まさか、ね）

　八畳のワンルームマンションに住む自分と比べて、頭を振った。同年代の男性社員も、自分と似た暮らしだと聞いた事がある。二十代半ばでこんなに広い部屋にひとり住まいだなんて、信じられない。

（でも、天草くんは御曹司だから……あり得るのかな）

　老舗呉服店の跡継ぎである彼にとっては、これが普通なのかもしれない。

（私とは、生きる世界が違うんだなぁ）

　小さくため息をこぼして、チェストの上に置かれていたタオルを借りた。使った後はどうすればいいのかわからなくて、肩にかけたままリビングに戻る。

「おかえり。さ、食べよう」

　うながされて、席に着く。いただきますと手を合わせた伸にならって、晴美も手を合わせた。うれしそうな伸の様子をうかがいながら、彼の意図を探ろうとする。

　穏やかな笑みを浮かべる彼の態度からは、久しぶりの再会を懐かしんでいるという気配も、特別なことをした雰囲気も感じられない。肌を重ねたのは夢だったのではと疑う気持ちが湧きだした。

　考えながら食べていたせいで、半熟の黄身が指に垂れた。気づいた伸にウエットティッシュを差し出され、恥ずかしくなる。

「ごめんなさい」

「いいよ。ていうか、なんでそんなによそよそしいの？」

「なんでって……」

「十数年ぶりだから？　そういうの、気にしないで……って言っても、気にしない晴ちゃんじゃないか」

　困ったように眉根を下げるけれど、口元は笑ったまま。懐かしい表情と昔と同じ親しみのこもった呼び方に、晴美の胸はほんわかとぬくもった。

（ああ、この表情だ）

　柔和な笑顔に、晴美は惹かれた。親の言うことを聞いて、教師の言うことを聞いて、友達にも遠慮して、妹の世話を焼いてと、自分を二の次にしがちな晴美にとって、伸は押しつけではない親切をさりげなく与えてくれる貴重な存在だった。

　江戸時代から続く老舗呉服店の御曹司。両親と姉ふたりに可愛がられている長男だから、気遣いや立ち居振る舞いが同年代の誰よりも洗練されていたのだろう。

　同級生たちだけでなく、教師たちからも人気があった。彼に恋する女の子は大勢いた。晴美もそのうちのひとりで、彼に気遣われると、うれしくてしかたなかった。けれど、しっかりしなくてはという考えに縛られて、素直に好意を受け取れなかった。

（ほんと、可愛くなかったよね）

　扱いやすいけれど、可愛げのない子どもだったと今ならわかる。大人にとって、「都合のいい子」だったのだ。しかし気がついたからといって、すぐに生き方を修正できるわけではない。相手の感情を先読みして、あれこれと世話を焼くクセのせいで、理不尽な目に遭うこともあった。親には「恋人もいないんでしょ」と言われたが、彼氏がいなかったわけではない。親に紹介をするところまで、いかなかっただけだ。

　たいてい向こうから言い寄ってきて、向こうから別れを切り出してくる。別れの言葉は似通っていた。

　『女として見られなくなった』

　『母親みたいなんだよな』

　彼らの言葉を思い出して、ズシリと胃のあたりが重くなった。

　ため息をこぼして、カフェオレに手を伸ばす。そういえば、誰かに朝食を作ってもらうなんて、何年ぶりだろう。大学に通うために家を出る前のことだから、五年ぶりくらいじゃないだろうか。

「あの、昨日は……ありがとう。迷惑かけて、ごめんなさい」

　改めて、礼の言葉を口にする。まだ恥ずかしいけれど、視線を上げて伸の顔をしっかりと見た。言うべきことは伝えなければ。真面目でいい子を心がけてきたクセが、晴美の背中を押した。

「昨日、私を助けてくれたんだよね。おじさんに絡まれて、離れるきっかけが掴めなくて困っていたら、天草くんが待ち合わせのフリをして声をかけてくれて……」

　キュッと唇を引き結び、申し訳なさと感謝の気持ちをたっぷり込めて頭を下げた。

「本当に、助かりました」

　あのまま酒を呑み続けていたら、きっと酔いつぶれてしまっていた。連れ出してもらえなければどうなっていたかと想像して、鳥肌が立つ。

　きっちりと頭を下げる晴美の上に、伸の声がふわりと降りてきた。

「昨日、晴ちゃんの話を聞いて、僕なりにいろいろと考えたんだけど……」

　厳しい言葉を受け止めるために身構えた晴美に、意外な言葉がかけられた。

「晴ちゃんの手伝いを、させてほしいな」

「え？」

　唐突な申し出に顔を上げ、きょとんとまばたきをする。

「自分を変える晴ちゃんの手伝いを、させてほしいんだ」

　まぶしいものを見るように目を細めた伸の言葉と表情に、とまどった。

　どうして彼は、あこがれを滲ませた顔をしているのだろう。

「なんで」

「なんでって……晴ちゃん、自分を変えようと思って、普段とは違うことをしてみたんだよね？　もしかしたら、それは僕のためにもなりそうな気がして。だから、手伝わせてくれないかな」

（もしかしたらって、天草くんも自分を変えたいと思う何かがあるの？）

　はたから見れば恵まれた環境であったとしても、当人は息苦しさを覚えているという現象は珍しくはないだろう。跡継ぎという重圧から逃れられず、現状を変えることのできる晴美に羨望を向けているのかもしれない。

「昨日は悩みを聞かせてくれてありがとう。昔からなんでも自分でがんばって解決して、人のことを気遣えて、先生からも頼りにされていて……僕もたくさん、晴ちゃんに助けられていたから。しっかり者の晴ちゃんが、そんな葛藤を抱えているなんて、ちっとも気がつかなかった」

「私、天草くんを助けたことなんて、ないよ」

　懐かしそうにほほえむ彼に首を横に振ると、「晴ちゃんにとっては自然な行動だったから、覚えていないだけなんじゃないかな」と返された。

「困っている人を助けて、それが当たり前だって感じの晴ちゃんを、かっこいいなぁって思っていたんだ。僕は末っ子だから、世話をされるばっかりだったし。晴ちゃんを見本にしないとって、いつも思っていたんだよ」

「そんな……天草くんだって、いろんな人の悩みや相談を解決して、いっぱい人助けをしていたでしょう？」

「晴ちゃんの悩みは、聞いた事がないよ」

　グッと喉を詰まらせた晴美に、優しい視線が注がれる。

「だから、昨日はとてもうれしかったんだ。ごめんね……悩んでいるのに、うれしいだなんて」

　ううん、と声にならない声で答えて首を振る。

（そんな風に、思ってくれていたんだ）

　弱っている姿を見られて恥ずかしい。相手に迷惑をかけてしまった。申し訳ないし、情けない。そんな硬い気持ちの角が、ほんのわずかに丸くなる。

「うれしくて……、弱っているところに付け込むようなことをしてしまったね」

　伸が目じりを赤くして、まぶたを伏せた。濃密な時間を指しているのだと気がついた晴美の満面は、羞恥の炎で真っ赤になった。

「いや、それは……あっ、ええと……ほら、私が悪いというか……酔っぱらって絡んじゃって、ごめんなさい！　ぜんぜん、天草くんは悪くないから」

「優しいね」

「優しくなんて……っ」

「優しいよ。どう考えても、手を出した僕が悪い。あのおじさんが狙っていた獲物を横取りして、食べてしまったわけだし」

「たっ、食べ……っ！」

　脳みそが沸騰しそうなほどに、恥ずかしい。初恋の彼と肌を重ねたという事実が押し寄せてくる。

　席を立った伸がテーブルを回って、向かいに座っている晴美のそばに片膝をつき、手を取って見上げてくる。

「だから、責任を取らせてほしい」

「責任？」

　うん、とうなずく伸に、真摯なまなざしで告げられた。

「盆休みの間は生まれ変わった気分で、僕に可愛がられてほしいんだ」

　童話の世界で、お姫様が王子様に告白をされるシーンみたいだ。初恋の淡い想いをよみがえらせた晴美は、心がポウッとなった。指先にキスをされて、甘い痺れが胸に走った。

　立ち上がった彼に、軽いキスをされる。

「キス待ち顔だったよ」

　いたずらっぽくウインクされて、唇がわなわな震えた。返事をしたいのに、言葉が見つからない。

「ここにいる間、晴ちゃんはお姫様だ。しっかり者のお姉ちゃんじゃなく、何もできない深窓のお姫様。いいね？」

　うっとりとした口調で言われ、身を硬くする。

「私、そんな柄じゃない」

　いくら夢見たって、お姫様になんてなれやしないとわかっている。自信なくうつむくと、無邪気な笑みを浮かべた伸に顔を覗き込まれた。

「それなら、僕の飼い猫って設定にしておく？　お姫様よりは、気が楽じゃないかな」

　彼の瞳が妖しい光を帯びている。とろりとした笑顔に、晴美の心は吸い込まれた。

「晴ちゃん」

　蠱惑的なささやきに理性が揺れる。自分を求める男の視線がここにある。彼に手を伸ばせば、自分を変えることができるだろうか？ 

　希望と緊張に喉が小さく鳴った。ほうっと小さな息が漏れて、唇がわずかに開く。意図せずキスを求める形になった口元に、唇を重ねられた。何度もついばまれ、薄く開いた隙間に舌を差し込まれた。唇の裏をなぞられて歯茎をくすぐられ、上顎を擦られて舌を撫でられる。

「ふ……はぁ、あ」

　こまやかな舌の動きにじんわりとした快感が湧いてくる。全身の産毛がざわめいて、細胞のひとつひとつが目覚めていく。

「ぅ……ふぅ、ん……うっ、う」

　なんて丁寧なキスなんだろう。晴美は間近にある伸の瞳を見つめた。彼の目は晴美の反応を見逃すまいと、まっすぐに晴美を見ている。

　こんなキスをしてくれた人はいなかった。

　経験は少ないけれど、ゼロではない。これまで付き合った相手の誰もが自分のしたいように、晴美を気にする様子もなくキスをして、肌をむさぼり、深いところに侵入して体を揺らした。晴美はいつも相手に合わせていただけだった。それが普通だと思っていた。セックスが楽しいとか、溺れるとか、異次元の感覚だと思っていた。自分はもしかしたら不感症なのかもしれないと考えたこともあった。そのくらい、キスもセックスも相手が求めるからする行為であり、したいとも思わない。ただ〝付き合っている証拠〟を得るためのものでしかなかった。

　それなのに、今は――。

「はふっ、は、ぁ……ぅ、うう」

　キスだけで、体中が震えるほどに感じてしまっている。口の中で生まれた官能が喉を通って全身に広がっていく。ツンと尖った胸の先が、呼吸に合わせてＴシャツに擦れた。

「ふっ」

　かすかな喜悦の息が鼻から漏れて、全身が淫らにとろける。

（どうしよう……気持ちいい）

　伸の首に腕を回していいのかどうか、迷う指を握りしめた。たっぷりと時間をかけてまさぐられた口腔から湧きあがる、甘美な蜜に酔う。

「ふ、ぅ」

　悩ましい吐息を舌ごと吸われて腰が震えた。じわりと女の園に潤いが滲む。キュッと太腿を強く重ねて、疼くそこを押さえつけた。

（キスだけで、濡れちゃうなんて……！）

　はしたないと自分を叱る。けれど体は止まらない。もっともっと気持ちよくなれるんだよと、本能が理性を誘惑する。昨夜、たっぷりと味わったでしょう、と――。

「あぁ……あ、ぁ」

　えもいわれぬ快感を味わった昨夜の情交が記憶の底からふわりと浮かんで、晴美の理性をとろかせる。このまま伸に身をゆだねれば、極上の時間を味わえる。しかしこのまま流されるように彼を受け入れるには、抵抗があった。

　晴美の迷いに気がついたのか、伸の唇が離れた。

「晴ちゃん……僕じゃ、ダメかな？」

　おずおずと切なげに問われて、晴美の胸はキュウンと絞られた。愛しさが滴って、彼への恋心がよみがえる。

「天草くん、私……でも、その」

「変わろうって行動をするのは、きっと不安で怖いよね。だけど、僕を信じてほしい。晴ちゃんの力になりたいんだ。もうすでに弱みを見せてしまった僕なら、甘えてみてもいいんじゃないかな？　ひとりより、誰かと一緒のほうが行動できると思う。何より、見ず知らずの誰かよりも、素性がわかっている僕のほうが安心だよ」

　頬を撫でられて、酔った勢いで「いっそ、誰でもいいから授かり婚でもしちゃったら、親も褒めてくれるかも」と、やけくそ気味にこぼした自分を思い出す。

　彼はそれを気にしてくれているのだ。授かり婚とまではいかなくとも、行きずりの見知らぬ男と関係を持つよりも、どこの誰なのか素性がわかっている自分を相手にすればいい。危険を回避できるし、行動をしたという事実もできる。そのための力になると言ってくれている。

（同情されているんだ）

　それほど弱音を吐いた昨日の自分は、危うく見えたのか。自分のうっぷん晴らしのために、彼を利用してもいいのだろうか。

（甘えてしまって、いいのかな）

　頼りたい気持ちが湧いてきて、彼の提案に流されたくなる。普段の自分なら、絶対に突っぱねていた。しかし今は、いつもの自分ではない。長期休みの間に、今までとは違う行動をしようと決めた。ひとりで未知の世界に飛び込むよりも、伸が付き合ってくれるなら安心感もある。

（この機会を逃したら、私は結局、変われないままかもしれない）

　行動することに尻込みをして、親の小言に鬱々とした日々を送り、妹と比較して変われない自分を呪って生きていく未来が見える。

（……だったら、短い期間の夢ってことにして、受け入れよう）

　せっかくのチャンスなのだから、怖いし不安だけれども流されてしまおう。彼の申し出を、ありがたく受け入れよう。

「ええと、じゃあ……その、よ……よろしくお願いします」

　決心をして伸の視線を受け止めると、彼の唇がほころんだ。額にキスをされて、まぶた、頬、唇と順番に触れられる。首筋を吸われ、胸下までＴシャツをたくしあげられた。ドキドキと心音が高まって、身を硬くする。

「晴ちゃん……かわいい」

　ささやきに心がときめく。熱っぽい伸の息が肌に触れると、体のこわばりがだんだんと溶けていく。

「は、ぁ……あ、あぁ……っ」

　唇や手のひらでくすぐられるたびに、淡い声がこぼれてしまう。喉を反らして吐息交じりの声を漏らし、目を閉じて与えられる刺激に集中した。腰から背中を撫で上げられて、頭の芯が快感にはじける。

「きゃんっ」

「背中、気持ちいいんだ？」

　高い悲鳴に自分でも驚いて、口をつぐんで首を振る。クスクスと笑った伸に背中を撫でられ、ゾクゾクと湧きあがる悦楽に子犬のような声が出た。

「ふ、ぅう、ん……んっ、んんぅ」

「ガマンしないで。声、聞きたい」

　耳たぶを唇で噛まれて、わき腹を撫でられる。伸の大きな手に乳房を包まれて、グッと寄せ上げられたかと思うと、やわやわと揉みしだかれた。耳の付け根に舌を這わされ、そこから首筋をなぞられて、鎖骨まで舌先でくすぐられた。

「はふ、ぅ……ぁ、は、恥ずかし……っ」

「じゃあ、恥ずかしいなんて思う余裕がなくなるくらい、気持ちよくなってもらえるようにがんばるね」

　もうすでに気持ちがいいのに、これ以上がんばられたら、どうなってしまうのだろう。期待とともに、未知に対する恐怖が生まれる。そんな晴美の気持ちを「わかっているよ」と言いたげに、伸の瞳が柔和にとろける。なにもかもを包み込むような優しい目の色に、晴美は腹の底に気合を入れた。付き合ってもらっているのに、尻込みをしてどうするのだと自分を叱る。

「私も、がんばる」

「がんばらない晴ちゃんにしたいのに、困ったな」

　眉を下げた伸の笑顔に見惚れて、ふっと気負っていた気持ちがほぐれた。軽いキスの後、伸の頭が乳房の間に移動した。

　小ぶりな乳房を壊れ物を扱うように撫でられて、腹の底が疼いた。女の園がひくついて、しっとりと肉の花が潤っていく。花弁がふっくらと淫らに開いて、蜜壺が脈動した。

「んっ、ふぅ……あ、ぁ、くすぐった、ぁ……んっ」

「晴ちゃんの甘い声で、僕もくすぐったくなってきたよ。もっともっと、晴ちゃんのかわいい声を聞かせて？」

　触ってほしいと存在を主張している乳頭を唇に含まれて舌先で弾かれると、ジィンと心地いい痺れが胸に響く。乳頭の存在感が増して、意識がそこに引き寄せられる。体中の細胞が、胸の先端に与えられる艶やかな刺激から生まれる官能の波を求めた。

「はぁ……あっ、あ……」

　チュクチュクと胸を吸われる感覚がくすぐったくて、伸の頭を両腕で抱きしめる。脚の間が疼いて疼いてたまらない。じっとしていられなくて腰を揺らすと、太腿の間に指を差し込まれた。

「っ、ああ……！」

　繁みを探られ、指を絡められる。クルクルとくすぐられて、軽く引っ張られると、根元に響く淡い甘さにチリっとした刺激が走った。秘裂の奥に隠れている花芯が目覚めて、トクリトクリと疼きはじめる。恥丘から降りた指に、秘所の先端を撫でられた。もっと奥に触れてほしくて、閉じていた太腿の力をゆるめて膝を開くと、伸の指に潤んだ花弁をかきわけられて、ぷっくりとふくらんだ疼く突起をつままれた。

「ひぁあんっ！」

「ここに触れてほしくて、僕を招いてくれたの？」

　淫らな微笑を含んだ煽情的な伸の問いに、晴美は大きくブルッと震えた。

「ねぇ、晴ちゃん」

「ふ、あ……い、意地悪しないで」

「意地悪なんて、していないよ……晴ちゃんがして欲しいことを、きちんと知りたいだけ」

　指の腹で花芯を押しつぶすようにこねられて、のけぞりながら悲鳴を上げた。恥ずかしいと思う余裕もないほどの強い快楽に、目の奥がチカチカする。奥からとめどなく蜜があふれて、ヒダとたわむれるように指が動くと濡れ音が響いた。

「んぁあ……あっ、ああ……っ」

　気持ちよすぎて怖くなる。もっとと求める欲望と、大きな波に呑み込まれてしまう恐怖の狭間に揺れる晴美は、伸にすがった。

「ふぁあ、あっ、あ……っ、ぁ、ああ」

　体の奥から何かが迫ってくる。

「やだ……あっ、なに……っ、ふ、ぁ」

「どうしたの？　晴ちゃん」

「わ、かんな……っ、何か……っ、く、くる……きてる……っ」

　怯えを含んだ晴美の息が、伸の唇にそっとすくい取られた。

「大丈夫だよ、晴ちゃん。怖がらなくていい。身をゆだねて、受け入れて？」

「んっ、無理……ダメ、あぁ、何これ……っ、わかんな……あ、ぁあ」

　じわりと瞳が潤んで、視界が揺れた。得体のしれない感覚の先に、かつてないほどの悦楽の予感を覚えて、晴美は歯を食いしばった。

「僕を信じて、晴ちゃん。受け入れて……僕が与えるものを、ね？」

　やわらかな声に、ふっと体の緊張がほどける。

「天草く……ん」

　気負いが抜けた、ほんの一瞬の隙を捉えた伸に過敏になった肉芽をギュッと絞られて、その瞬間は訪れた。

「あっ、あぁあああ……っ！」

　喉の奥から嬌声がほとばしり、全身を痙攣させて絶頂を味わった。あふれた愛液は伸の指だけでなく、椅子の座面まで濡らしてしまう。

「は、ぁ……あ……あ」

　小刻みに痙攣する晴美の腹に唇を寄せた伸が、興奮をたっぷり含んだ様子で「ちょっと待ってて」と言い置いて、どこかへ行った。残された晴美は、呆然とはじめての絶頂の余韻に包まれて、椅子の背にもたれかかった。

　すぐに戻ってきた伸が、口で小さなビニール包みのパッケージを切り、ベルトを外した。

「今度は一緒に、ふたりで気持ちよくなろう」

　ファスナーを下ろす伸の指に視線がつられる。隆々とたくましいものが取り出され、そそりたつ肉情に晴美は息を呑んだ。

　照れを含んだ微笑を浮かべて、封を切った包みからコンドームを出した伸が、それを装着するのを眺める。

（天草くんと、ひとつになるんだ）

　期待と緊張にドキドキと胸が高鳴る。伸の愛撫に咲いた陰花が淫らに揺れた。艶めいた羞恥と濃密な情欲を満面に浮かべて、晴美は伸を見上げた。

「いいよね？」

　頬に手を添えられて、コクリとうなずいた晴美の足が持ち上げられる。硬く熱いものが、濡れそぼった箇所にあてがわれた。

「入るね」

　優しい声とは裏腹に、猛々しいもので陰唇をつつかれる。濡れた花びらを切っ先で割り開かれて、迎える隘路がうごめいた。軽く腰を前後する伸は、晴美の様子を観察するみたいな顔で見下ろしてくる。気遣われているのだと、晴美の胸は喜びに締めつけられた。

「んっ、大丈夫……だから」

　淫靡な心地よさにとろける頬を持ち上げて、遠慮も気遣いも無用だと伸に伝える。うなずいた伸の腰が、ゆっくりと晴美に迫った。

「ぁ、は……ぁ、ああ」

　隘路に熱杭がさしかかり、ググッと先端が潜り込む。体内の空気が喉元へ押し出されるほどの圧迫感に、息が詰まった。喉を反らして喘ぐ唇を甘く吸われて、硬く大きなものの先端で膣内の口を擦られる。揺れるヒダが欲情の熱にまとわりついて、さらに奥へと誘い込んだ。

「晴ちゃん、すごい濡れてる」

　証拠を聞かせるように、伸が腰を大きく回して、花びらをグルリとなぞった。混ぜられた空気と愛液が、ぷちゅりくちゅ……と音を立てる。むずがゆさに似た悦楽が肉花に生まれて、蜜壺が空虚を訴えた。

「ふぁ、あっ、く……っ、ぁ」

　もどかしさに足指を握った晴美は、無意識に腰をくねらせた。悩ましくひそめられた眉根に、伸の額が重ねられる。

「苦しくない？」

　頭をこくこくと上下に動かして、彼の首にしがみつく。密着した肌に尖った乳首が押しつぶされて、ゆるやかに揺さぶられると先が擦れて気持ちよかった。

「は、ぁあ……んっ、ぁ、ああ」

　もっと欲しいと感じるセックスは初めてで、とまどいながらも本能に従って腰を揺らめかせる。

「積極的だね」

　耳に注がれたささやきに浮かんだ羞恥が、スパイスのように悦楽の甘さを引き立てる。悦楽に震える体をしっかりと抱きしめられて、蜜路に熱槍の切っ先が沈んだ。進んでは少し戻り、また進んでは少し戻るという慎重な動きを繰り返し、徐々に奥へと入っていく。ゆるやかな挿入に、くちゅ、ぷちゅ、と濡れた音が響いて、伸と繋がっているのだと意識した。

「ふぁ、あ……ぅ、くぅ……んっ」

　ゆっくりと時間をかけて、伸は奥を目指して進む。繊細で壊れやすい宝物を扱うような動きに、劣情の熱で薄桃に染まった晴美の肌がしっとりと汗を滲ませた。ここがどこで、今は何時で、さきほどまで何をしていたのかなどの意識が溶けてなくなり、身も心もすべて伸に塗りつぶされる。じっと晴美の表情を見つめてくる彼の瞳に、笑顔を返した。

　心の底から、気遣われている。

　直感に、心がふんわり浮遊した。かつての彼氏に、いくら「愛している」と言われても感じなかった充足感に満たされる。彼の視線が、晴美を大切に思っていると告げている。自分本位なセックスではなく、互いに気持ちよくなろうとしてくれている。

（ああ、なんて――）

　極上の幸福感に、晴美はとろけた。奥で伸を受け止めて、ゆるゆるとした律動が激しくなっていく過程を、愛おしさを込めて楽しむ。

「あんっ、あっ、は、はぁんっ、あっ、あっ」

　愛されている。

　大切にされている。

　求められている。

　喜びにうながされるまま、晴美は腰を揺らした。うれしそうに目じりを細めた伸にキスをされて、口づけを返す。

「ああ、晴ちゃん」

「んっ、ぁ……天草く、ぅん……っ」

「昔みたいに、名前で呼んでよ……ねぇ」

　甘えを含んだ要望に、晴美の心はトクリと震えた。少しさみしそうな瞳が目の前にある。

「……ぁ」

　息をこぼした晴美の唇が、下の名前を呼ぼうとしてとまどった。

　昔と言っても、名前で呼んでいたのは小学校低学年までだ。異性を意識する年頃になると、自然と苗字で呼ぶようになった。しかし伸は気にすることなく、晴美のことを〝晴ちゃん〟と呼び続けている。

　どうして、と、疑問が沸き上がる。昔は、気さくな性格だから男女の垣根など意識をしていないのだろうと考えていた。だが、今は違う。特別な理由があるのではと思ってしまった。彼にとって、より近しい存在だから名前で呼び続けてくれていたのだと思いたい。

「し……伸くん……っ」

　おそるおそる幼いころの呼び方を取り戻すと、胸に甘酸っぱさが広がった。無垢で純粋だった子ども時代。気負いも何もなく接していた日々。

（僕のお嫁さんになってください、なんて言われたこともあったっけ）

　甘くて苦い思い出に、ズシリと胸が重くなる。

　異性を意識し、恋のままごとがはじまった年頃から、多くの女の子に想いを寄せられる伸を勝手に遠く感じてしまった。名前で呼ぶことに気が引けて、苗字で呼ぶようになってしまった。

　呼び方を変えても、伸は何も言わなかった。気にされるほどではなかったのかと、ほんの少し落ち込んだ。しかし変わらず、伸は「晴ちゃん」と呼び続けてくれた。ほかの女の子たちとは違うのだと感じられて、誇らしかった。

　伸に恋をしていた時代の思い出が、彼の息遣いを感じる膣内から浮かんでくる。過去の淡い想いが現在と繋がって、恋しい気持ちで満たされた。

「っ、あぁ……伸くんっ、ああ、あっ、伸くん」

　本当は、ずっと「伸くん」と呼んでいたかった。呼び方を変えたのは、彼を意識したというより、周囲の変化に合わせたからだ。彼に想いを寄せる誰かに気を使って、人気者の彼と親しくするには私は平凡すぎると尻込みをして、距離を取った。かっこよくて優しくて、育ちのいい伸の隣に立つのは、特別な女の子でなければいけない。地味で普通でどこにでもいるような自分は、伸と親しくするのにふさわしくない。

　そう決めつけて、距離を取った。

　自信のなかった自分の弱さが、内側の熱にあぶりだされる。腹の底に抑え込んでいたものが、伸の力強い律動にノックをされて、飛び出していく。

「あっ、あぁ……伸くん」

　呼びたくて、けれど気が引けて呼べなかった。あのころの気持ちを吐き出すように、何度も何度も繰り返す。

「伸くん、伸く……っ、う、あぁあ」

「うん、晴ちゃん……もっと、もっと呼んで……もっと、ねぇ」

　望まれるまま、晴美は伸の名前を呼び続けた。体の内側からこわばりをほぐされて、とろとろになっていく。

　素直な私。

「お姉ちゃん」でも「大人に褒められるいい子」でもない。

　私が私になっていく。

「は、ぁあ……あっ、伸くんっ、伸く……ひっ、ぁあ」

「んっ、晴ちゃん……かわいい……っ」

　荒々しい伸の呼気を食べたくなって、晴美は首を伸ばした。

「んっ、ふ……伸くぅ……っ」

　下唇に噛みつくと、口内に舌を差し込まれた。

「ふっ、んむっ、ぅ……はっ、ふは、ぁ、あ」

　肺の中の空気さえかき乱そうとするような、激しい舌の動きとともに、伸の律動が速さを増した。響く濡れ音と乱れた息と声が折り重なって濃艶で重厚な曲となり、ふたりの気持ちを引き立てる。

「晴ちゃ……っ、すごく……気持ちいい」

　汗で前髪を額に張りつかせている伸の、切羽詰まった声と膨張した熱杭から、はじける時が近いのだと晴美は察した。

「んっ、来て」

　彼の首にしがみつき、肩に顔を伏せて瞬間を待ち望む。髪にキスをされて、伸の動きが速くなって、晴美は突き上げてくる伸の小刻みなリズムを嬌声で奏でた。

「ああ……っ、晴ちゃん……晴ちゃ……っ」

　グッと伸が息を詰める。挿入の角度がわずかに変化し、グリッと先端で蜜壺をえぐられて、晴美の奥で光がはじけた。

「ひ……っ」

「くっ」

　鋭く息を呑んで、グッと体を硬くした伸の欲望が勇躍し、熱いしぶきが噴きあがる。

「んぁあ……あっ、あぁ」

　跳ねた熱杭が脈動し、じゅわっと注がれた彼の欠片を受け止めた個所が、愛おしいぬくもりに包まれる。苦しげに眉間にシワを寄せて、体をこわばらせて極まった伸の表情が、どこかホッとしたような穏やかなものに変わった。抱かれたのは自分なのに、彼の気持ちよさそうな様子に、自分が抱いた気分になった晴美は恍惚の笑みを浮かべた。鼻先を重ねて、軽く唇をついばまれる。へその奥が心地いい熱の余韻を抱えて、体はさわやかな疲れを覚えた。こんなに満たされた気持ちになるのは、初めてだ。ふわふわと春の陽だまりにさまよっているような気分になる。

「伸くん」

　甘えた声ですがりつくと、ギュッとしっかり抱きしめられた。安堵が全身に広がって充足の気だるさに包まれると、眠気が訪れた。

「晴ちゃん」

「ん……？」

「すごく、かわいかった」

　耳元で弾んだ甘いささやき声にほほえんで、晴美は眠りの世界に沈んでいった。




　気がつくと、伸の膝に乗っていた。彼の体にもたれかかって、気を失っていたらしい。頭を起こした晴美の唇を、サッと何かがかすめた。一拍置いて、キスをされたのだと気がついた。

「あ、ええと」

　なんと言えばいいのかわからない。おはよう、でかまわないのか。ごめんなさい、だと変かもしれない。だけど彼の上に乗ったままで眠ったのだから、おかしくはないのかも。

　迷う晴美が何か言うのを、伸は微笑を浮かべて待っている。早く何か言わなくちゃと焦り、身じろぎをすると内側がキュッと締まって圧迫を感じた。

「あんっ」

「んっ」

　晴美の声と伸の息が重なった。

「ごめん、まだ……離れたくなくて」

　はにかむ伸の肩に、晴美は顔を伏せた。

（私とまだ繋がっていたかったって、素直に受け取ってもいいのかな？　それとも私が気を失っちゃったから、気を使って言ってくれているのかも）

　言葉通りに素直に受け取れない自分に、卑屈だなぁと苦笑する。

（でも、天く……伸くんが、どうして私なんかを抱いてくれたのか、わからない）

　自信がない。だから、素直に受け取れない。自信はどうすれば手に入るのだろう。休みの間、伸に甘えて過ごせば芽生えるのだろうか。

「本当に、離れたくないって思ってくれているの？」

　伸の肩に顔を伏せたまま、ひとりごとのようにつぶやいた。

「うん」

　何かをかみしめるような伸の声が、晴美の心をじんわりと温める。

（信じよう。ううん、信じる努力をしよう）

　相手の意図を探るのではなく、差し出された言葉をそのまま受け止められるようになりたい。伸は協力をしてくれると言っているのだから、甘えよう。

（……いい、よね？）

　勇気を出して、普段の自分なら考えても言葉になど絶対にできないことを声を出そう。

「じゃあ……もっと、して？」

　口に出した途端、背筋がヒヤッとした。拒絶をされたらどうしよう。調子に乗りすぎだと呆れられたら？　ああ、でも彼は優しいから、おくびにも出さずに受け入れてくれるはず。

　――僕に可愛がられるといいよ。

　耳に残る伸の言葉に、心の中で手を伸ばして助けを求める。甘え方を教えてと、声にならない声で叫んだ。

「うれしいな」

　髪にキスをされて、抱き上げられた。繋がりが外れて、跳ねた先端に花芽をはじかれる。

「んあっ」

　ビクンと震えた晴美の体は、しっかりと伸の腕に包まれている。柔和な見た目よりもずっと男らしく力強いのだと、心も肌も熱くなった。寄りかかっていいのだと感じられて、晴美は自分を抱える伸にすべてをゆだねた。

「晴ちゃん」

　ソファに運ばれ、寝かされる。片足をソファの背にかけられて、大きく足を開く形になった。着衣のままだった伸がＴシャツを脱ぐ姿に視線を奪われる。顔立ちから華奢な印象を持っていたが、意外と筋肉質な上半身に触れたくなった。秀麗な顔立ちに似合わない、隆々とそびえる男の証が倒錯的でいやらしい。

　ドキドキと心音が高まり、へその奥が熱くなる。呼吸がうわずり、淫靡な雰囲気に全身が期待で包まれた。

（こんな私、知らない）

　誰かを待ちわびるなんて、初めてだ。

　体中が心臓になってしまったみたいに、耳の奥にまで鼓動が響いている。淡い笑みを乗せた伸の唇が近づいてくる。うわずる胸を抑えて、目を閉じて受け止めた。

「んっ、ん……」

　ついばむキスは新鮮で、ファーストキスのようだった。さきほどキスもそれ以上のこともしたというのに、これから初体験をするみたいな緊張と興奮に包まれている。

「は、ぁ」

　悩ましい息がこぼれて、それを受け止めようとした伸の舌に唇をなぞられる。ゾクゾクと肌が粟立ち、思わずギュッとシーツを握った。

「晴ちゃん」

　低くひそめられた声が口内に注がれる。口を開いて受け入れると、舌が伸びてきた。上顎のヒダをなぞられて、くすぐったさに身をよじった。

「んっ、ふ」

　肩を掴まれ、首筋を撫でられる。それだけでめまいがするほど心地いい。伸の両手が晴美の形を確認するように、首から肩、腕、脇から腹、腰、尻、太腿へと移動する。彼の指が触れた個所が、さきほどの快感の記憶を呼び覚まし、肌が劣情の熱を浮かべた。

「ふぁ、は……あ、は……あぁ、あ」

　細胞のひとつひとつが、しっかりと伸の愛撫を受け止めようと活性化している。体のすべてが伸の与えてくれる喜びを待ちわびていた。

「んっ、う……ふ」

　たわむれに彼の舌を吸ってみると、甘美な刺激が腰に走った。ブルッと大きく震え、晴美の脚の間がわずかに波打つ。奥の泉がじんわりと蜜を滲ませ、伸の名残に淫路が締まった。

「ふ、ぁ……んっ、ん、ん……んっ」

　もどかしいほど丁寧な愛撫にとろけて、シーツを握る指に力を込めた。こうしなければ、形を保っていられなくなる。とろとろになって、泡になって消えてなくなりそうな気がした。

「晴ちゃん、緊張してる？」

　重なった唇の隙間から漏れた問いに、潤んだ視線に「そうよ」と浮かべて応えた。クスッと伸が息をこぼす。

「僕も、緊張してる」

（どうして？）

　彼が緊張をする理由なんて、どこにあるのだろう。間近にある彼の、こげ茶色の瞳を見つめた。柔和な雰囲気の奥にある、どっしりと揺らがない頼もしさをたたえた瞳が、愛おしさを滲ませている。

（まさか……ううん。今だけは、信じよう。伸くんの気持ちが私にあるって、受け止めよう）

　自信のなさから来る不安を押し殺して、晴美はおそるおそる伸の腕に触れた。

（私は伸くんが欲しくて、伸くんも私を欲しがってくれていて……甘えていいって、そう言ってくれたんだもの）

　うまくできるかわからないけれど、甘える練習をさせてもらおう。初恋の相手と再会しただけでなく、こんな機会を与えてもらったのだから。遠慮をしては失礼だし、もったいない。

　首を伸ばして、おそるおそるキスを返した。伸の気配が、ふわっと花が開いたように色づいた。

（喜んでくれ……た？）

　だとしたら、とてもうれしい。彼の腕に指を滑らせて、肩を掴んだ。もう一度、キスをする。今度は少し舌を伸ばして、彼の舌をつついてみた。

「んっ！」

　伸の口内に舌が吸い込まれて、強く吸われる。舌の根に甘い蜜が生まれて、喉に落ちて腹の底がさらに熱くなった。感化された蜜壺から、愛液が流れ落ちて女の園を濡れ光らせる。花蜜を浴びた肉の花弁が疼いて、期待にふくらみひくつき揺れた。この甘痒いもどかしさを、愛撫で慰めてほしい。

「んっ、ん……ぅ……ふ、ぅう」

　繰り返しキスをされ、彼の舌技にぎこちなく応えながら、伸の首に腕を回した。彼の手が肩に触れ、鎖骨を滑って乳房を包む。やわやわと外側から中心に向けて揉まれて、中心の色づきが硬くしこった。

「ん、ぅう……ふ……ぅ、うう……んっ、ん」

　人差し指の先端で、触れるか触れないかの強さで胸の先を刺激される。じわっと痺れに似た淫喜が生まれて、くすぐったくて身をよじると、伸の唇に軽く噛まれた。

「は、ぁ……伸くん……っ」

　うわごとみたいに名を呼ぶと、伸の目じりがゆるんだ。

　まるで夢を見ているような顔つきで、春の日だまりみたいな温かいまなざしを浮かべているのはなぜだろう。

（本当に伸くんの特別な存在になったみたい）

　平凡な自分が、かけがえのない宝物だと言われているような気持ちになる。丁寧な愛撫も、繊細なガラス製品を扱っているみたいだ。

　クリッと乳首をつままれて、指の腹で弾力を確かめるように、ひねりながら揉まれると、胸の芯から腹の底へと悦楽が走った。

「は……ぁ、ああ……んっ、んん」

「晴ちゃん……かわいい」

　首筋にキスをされて、鎖骨を吸われた。乳房の周囲を舌でなぞられ、先端にチュクチュクと甘えられる。舌の先でコロコロと味わわれ、上下にはじかれると、腰がとろけた。

「は、ぁう……んっ、ん……んぅ、う」

「すっごく硬くなってるね」

　うれしそうな伸の声に、下肢がキュッと反応した。触れられていない箇所が、胸の刺激に呼応して期待を帯びて揺れている。色づきの周囲を舌先でなぞられて、濡れた乳首に息がかかった。わずかな刺激を受け止めた胸の実が、はがゆい刺激の波紋を全身に広げる。

　腹筋が波打って、押し出された愛液がたっぷりと下生えを濡らす。脚を閉じようとしても、膝の間に伸の体があるのでかなわない。彼の体を挟む形になった晴美は、疼く下肢を持て余して体を揺らした。

「晴ちゃん、いっぱい濡れてる」

「ぁんっ」

　恥丘をまさぐられ、秘裂をなぞられて背中が跳ねた。入り口の形を指先で確かめられる。

「は、あぁ……あっ、んぁ……はふぁ」

　間の抜けた嬌声がこぼれ出る。ねだるみたいに自然と尻が揺れてしまう。恥ずかしいけれど止められない。

「ぁ、ああ……あ、伸くぅ……んっ」

　甘く切ない声が自分のものとは信じられない。過去に、恋人にこんな声を向けたことはなかった。

「うん。晴ちゃん、僕をもっと……もっともっと感じて……僕のこと以外考えられないようになって」

「ぁ、そんっ……は、ぁ」

　もうすでに、そうなっている。これ以上、伸でいっぱいにされたら、自分が消えてしまいそうだ。

「もっと、とろけて……素直な晴ちゃんを、僕にだけ見せて」

　淫靡なささやきにクラクラした。

（素直な、私）

　それはいったい、どんな私なのだろう。恋人と一緒にいても、素直じゃなかった？　家族に対しても、素直じゃなかった？　僕だけに、と言われたのは、彼は晴美が誰の前でも素直じゃなかったと思っているからなのか。

　伸の指が晴美の奥底から素直な気持ちを引き出そうとするかのように、ゆらゆらと揺らめいて快楽に喜ぶ箇所とたわむれる。

「がんばらない晴ちゃん。しっかり者でいなくちゃって、気を張っていない晴ちゃん。甘えている晴ちゃんを、僕は見たいんだ」

　キュッと陰核を指の腹でつぶされて、晴美は背を反らした。

「ぁ、んぅ……はぁ……あっ、伸くん……ぅ」

　ツンと尖った胸先を主張するような姿勢になって、そこに伸の唇が触れる。チロチロと舌先でからかわれ、ゾクゾクと背骨に甘い電流が走った。

　言葉と共に与えられる愛撫は、じれったいほど優しくて物足りなさに身もだえる。

　緊張をほぐすために、彼はこれほど丹念に愛撫をしてくれているのか。

「自分を変えなくちゃって、がんばっても疲れるだけだよ……だから、僕が引き出してあげる」

　伸の腰が動いた。硬いものの先端で、女の園をつつかれる。わずかに沈んだ先端が、すぐに抜けては戻ってくる。繰り返されるたび、ヒダが収縮してクビレにすがった。それを難なく振りほどき、肉花をからかうように浅い抽挿が続いた。期待を浮かべて待ち望むへその奥が熱さを増して、蜜壺が蠕動した。次々に生まれる蜜が入り口でたわむれる情欲を誘っている。

「伸くん……ねぇ、ああ……っ」

「僕が、欲しい？」

　小首をかしげて問う伸に、晴美は何度も首を上下に動かした。焦らされ過ぎた体が、彼に支配されることを望んでいる。熱杭が、奥に欲しくてたまらない。

「もう、ねぇ……欲しい」

「うん。僕も……晴ちゃんが欲しい」

　はにかむ伸が起き上がり、ベッドから離れた。ティッシュを取って、つけたままだったコンドームを外して包み、ゴミ箱に捨てると、机の引き出しを開けて小さな箱を取り出した。黒字に金色の文字が躍る箱から、取り出したもののパッケージを開けて装着する伸の背中を待ち遠しく眺めた。

「おまたせ」

　戻ってきた伸に腕を伸ばしてキスを求める。舌を絡めて彼を抱きしめ、足を開いて伸の腰を招いた。照れ交じりのうれしそうな顔で、覆いかぶさってきた伸に耳元でささやかれる。

「入るね……いい？」

　期待を込めたまなざしと蜜口に触れた先端に、欲しがってくれているのだと感じて笑みがこぼれた。

「うん」

　期待に心音がドクンととどろいた。そっと花弁が開かれる。ぬちゃりと濡れた音がして、愛液をたっぷりと含んだヒダが熱杭を歓迎した。

「は、ぁ……あ…………んっ」

　小刻みに震えて、慎重に沈んでくる伸の熱を受け止める。ジワジワと開かれる個所が、彼の形を克明に意識に伝えてきた。切っ先に開かれた箇所が張り出しに広げられ、たくましく反り返った幹にすがりつく。締めつける蜜孔の震えに呼応して、脈打つ熱杭の振動が心地いい。

「ん、ぁ……っ」

　ちゅぷ、と愛液に混ざった空気がはじける。大きく開かれた脚の間にぴったりと彼の肌が重なった。陰唇が根元を締めつけ、喜びにざわめいている。脚の付け根に体温を感じて、これ以上ないほど深く繋がっているのだと幸福感に包まれた。

「全部、入ったよ」

　かすれた声で告げられて、内側がキュッと締まった。一瞬の刺激に息をつめた伸に、強く抱きしめられる。

「晴ちゃんの中、とってもあったかくて、気持ちがいい」

　熱っぽい息を耳に注がれ、髪を撫でられる。繋がったまま、伸は腰を動かさない。耳裏や首筋、頬や目じりにキスをされ、くすぐったくなった。

「んっ、伸くん……どうして？」

「何が？」

　動かないの、と口に出すのは恥ずかしい。けれど、聞きたかった。奥がキュウキュウ欲しがって、腔内が波打ち脈動の勇躍を望んでいるのに、じっとしている理由はなんだろう。とまどいを瞳に浮かべて見つめると、察した伸が口元をほころばせた。

「僕の形を、晴ちゃんに覚えてもらいたいから」

「形？」

「そう……僕の、形。僕の熱……僕の想いの塊って言ったら、おおげさかな？　晴ちゃんに、受け入れられてるって実感を持ちたいっていう理由もあるよ。ひとつになっているんだなぁって、かみしめたい」

　ほころんだまなざしに、晴美の心は大きく震えた。愛されているという強い実感に目の奥がジワリと湿る。涙が浮かびそうになって、笑顔を作った。

「ありがとう」

「僕のほうこそ、ありがとう」

　なんて幸福でゆったりとした行為なんだろう。外側も内側も伸に包まれ、支えられている。彼に何もかもをゆだねて、甘えていいんだという安心感。

　満たされた気持ちで目を閉じた晴美は、伸の背中に腕を回した。ギュッと抱きしめると、抱きしめ返される。互いの呼気と心音が重なって、ひとつになっていく。

（ああ……幸せ）

　彼を受け入れている箇所が蠕動し、伸の息がかすかに乱れる。それがとてつもなく愛おしくて、彼にもっと気持ちよくなってもらいたくなった。

「ねぇ、伸くん……そろそろ」

　動いてもいいよと、まぶたを上げて瞳で告げた。しっかりと晴美の視線を受け止めた伸がうなずき、内側がゆるゆると擦られる。

「んっ、は……ぁ、あ」

　じれったいほどゆっくりとした動きに、花弁が波打った。肉壁がひくつき、脈打つ伸を締めつける。じゃれあうようにたわむれる淫靡な箇所がねだるままに、晴美は腰を揺らめかせた。

「ふ、ぁ……ああ、んっ、伸く……ぅん……んっ、ぁ、ああ」

「はぁ、晴ちゃん……気持ちがいいよ……ごめん、もっと動いてもいいかな……苦しくない？」

　気遣いにうなずくと、額にキスをされた。それじゃあとつぶやいた伸の動きが激しくなって、ぱちゃんぷちゅんと挿入口がせわしなく音を立てる。穂先の張り出しにヒダがめくられ、咲き誇る肉花がグズグズに溶けていく。蜜壺の奥に絶頂の種が生まれて、伸にかき回されてぐんぐんと育っていった。

「んぁあっ、あっ、伸くんっ、伸く……ぅうんっ」

「晴ちゃん……ああ、かわいいよ……もっと、気持ちいい顔を見せて」

　荒い息遣いで求められ、晴美は伸にすがりついた。時間をかけて伸の太さに慣らされた内側が、愛液の助けを借りて熱を奥へと誘い込む。硬さを増した圧迫に喉を反らせて、晴美は悦楽に啼いた。

「ふぁ、あぁんっ、あっ、伸くぅん……はっ、あぁあっ、あ、ああ」

　膣壁を穿つ熱の質量が増して、脈動が激しくなった。汗ばむ伸の肌が火傷しそうに熱いのは、極まりが近いからか。

「ふぁ、あっ、伸く……ぅ、も……っ、あ、ぁあ」

　溶けそう――。

　声にならない声が聞こえたのか、伸の呼気が激しく乱れた。内側で暴れる雄茎が蓄えた熱を解放する瞬間を待っている。

「いいよ……すごく、セクシーだ……ああ、晴ちゃん……いい？　イクよ」

　うなずく代わりに、彼の腰に絡めている脚に力を込めた。伸の腰を引き寄せて、体を揺らす。

（欲しい……伸くんが……っ）

　想いをたぎらせた瞬間、情欲をギリギリまで抜かれた。

「んぁっ、どうして」

　空虚に喘ぐ蜜口がうごめいて、雄槍を求めた。

「いい？　いくよ……っ、く！」

　確認の言葉に返事をするより先に、一気に奥まで貫かれ、深くえぐられた衝撃に光がはじけた。

「ひぁ、あっ、は……あぁあ」

　体の奥に大きな花火が散った気がして、晴美は腰を跳ねさせた。パッと咲いた熱の花が全身に広がって、視界が白く塗りつぶされる。

「んぁあ……は、ぁああぁ」

　腰を突き上げて、ビクンビクンと痙攣をした。はじけた強直のしぶきを残らず吸おうとするかのように、収縮した淫壁が熱情を絞る。

「ふっ、晴ちゃん……すごい……ぁぁ」

　息を詰まらせ、恍惚の声を漏らした伸の瞳が淫靡に濡れている。

（一緒に、気持ちよくなったんだ）

　大きく上下する胸が、激しく求めあった証拠だ。身も心も一つになったのだと、晴美は口元をほころばせた。

「晴ちゃん」

　宝物みたいにつぶやかれた、自分の名前。唇を寄せられて、口をわずかに尖らせた。ちょんっと重ねるだけのキスは、幼い子どもが親しみを示しているような純粋な情愛を含んでいた。

「伸くん」

　呼び返して、今度は晴美から軽く唇を押し当てた。クスクス笑って、かすかなキスでたわむれる。

「僕のこと、欲しがってくれてありがとう」

　ううん、と晴美は首をかすかに横に振った。

「最後はワガママな動きをしちゃって、ごめんね？　晴ちゃんがかわいくて、つい……」

「ぜんぜん、ワガママじゃないよ。その……わ、私も、欲しかったし」

　恥ずかしくて小声で言うと、まぶたにキスをされた。そのまま静かにじゃれあっているうちに行為後の心地いい気だるさがやってきて、晴美は静かに目を閉じて寝息を立てた。







第二章　甘えるのには、慣れなくて








　ベッドの上で目が覚めた晴美は、ふうっと細く長く息を吐いて真っ白な天井を見上げた。窓から差し込む光は明るく、外が夏の日差しで満たされていることを伝えてくる。しかし室内は冷房が効いていて、快適だった。体を起こし、また裸であることに気がついて、周囲を見回す。ベッドヘッドに置かれた時計の横に、小さく折りたたまれたＴシャツを見つけて袖を通した。

　ぶかぶかのＴシャツから、さわやかな香りが立ち上る。自分の服とは違う洗剤の匂いだ。

（伸くんの、服の匂い）

　スン、と鼻を動かして、自分の部屋ではない空間の匂いを嗅いだ。

　ベッドから出て鏡を探したが見当たらなかった。部屋の中はベッドと机、椅子、本棚とクローゼットがあるのみだ。小さな鏡も見当たらない。洗面台で事足りるのか、クローゼットの扉の裏に鏡があるのか。あるいは、別の部屋に姿見があるのだろう。

　時計を見ると、時刻は午前十時を少し回ったところだった。

（朝食、全部食べられなかったな）

　思ってはみたけれど、空腹は感じていない。

（なんだか、不思議な感じ）

　体中が満たされている。視界が開けているというのか、魂が解放されているというのか。とにかく何か、今までとは違う世界にいる気になった。

（変なの）

　クスッと笑って自分を抱きしめると、唇が淡く疼いた。右手の人差し指を口に当てて、伸とのキスを思い出す。

　熱っぽい瞳と、荒い息遣いを抑えた吐息。かすれた声で呼ばれると、特別な存在なのだと思えた。丁寧な愛撫にゾクゾクして、体の奥がとろとろにとろけてしまった。内側だけじゃない。肌が粟立ち、炭酸飲料の泡みたいにシュワシュワとはじけて消えてしまいそうだった。

　悩ましい息がこぼれて、胸がキュンと甘く絞られる。

（まさか、伸くんとこんな関係になるなんて）

　初恋の相手。

　絶対に手の届かない、近いけれども遠い存在だと決めつけて、想いを告げる勇気を持てずに疎遠になった。彼は当然のように名門高校に進学し、晴美は同級生が多く進学する地元の高校を進路に選んだ。

　それなりに楽しい学生生活を過ごし、大学に進んで就職をした。真面目であると評価され、課長の代わりに取引先の相手と話をすることもあった。

　決定権はないけれど、認められているのだと感じられる扱いに、これでいいのだと、間違ってはいないのだと思っていた。

　それなのに、妹が結婚をして子どもを授かると焦燥が生まれた。

　大学時代に恋人はいたが、就職が決まると自然消滅した。

　社会人になってから、友人がセッティングした合コンに数合わせで参加をしたら、恋人ができた。だが、長くは続かなかった。

　相手と会うことに晴美が疲れてきたころに、別れを切り出される。いつも、そのパターンだった。

（期待に応えようとして、無意識にがんばっちゃって……だから、だんだん付き合うのが辛くなっていったんだ）

　相手に尽くせば尽くすほど、要求過多になっていく。されて当たり前だと思われてしまう。自分でそうしたはずなのに、じわじわと首を締められるみたいに息苦しくなっていった。

　感謝をしてほしいわけじゃない。なのに、どうして苦痛になってしまうのだろう。

　暗い思考に沈みそうになった自分に気がついて、頬を叩いた。

（考えたって、しかたない）

　もう、終わったことなんだから。

　深呼吸をして、気持ちを切り替える。暗い意識の切れ端が首のあたりにまとわりついているけれど、気にしない。いずれちぎれて消えるはず。

（伸くん……どこにいるのかな）

　寝室のドアノブに手をかけて、そっと開いて覗いた。伸の姿は見えない。ドアの隙間に体を通すようにして、リビングに出た。

　こそこそする必要はないのに、堂々とすることもできないのは、慣れた場所ではないからだ。

　テーブルの上には、何もない。食べかけだった朝食は、どこに行ってしまったのだろう。

（悪いこと、しちゃったな）

　Ｔシャツだって、朝食時に着ていたものではない。片づけをさせた上に、借りたばかりのＴシャツを汚してしまった。

（汚したのは、私だけのせいじゃないけど）

　思い出して、ほんのりと頬を染める。しかし彼に余計な手間をかけさせてしまったのは事実だ。

（何か、私にできること……ないかな）

　お礼も兼ねて、お返しがしたい。

　掃除でもしようかとリビングを見回したが、きちんと片付けがされている。あまり物がないから、散らからないのだろうか。それとも伸は几帳面で、使った物はきっちりと片付けるタイプなのだろうか。

（そういえば、お道具箱もきちんとしていたなぁ）

　小学生の時、使った道具を優しい手つきで片付けていた伸が印象に残っている。使い終われば雑に箱の中に入れるクラスメイトが多い中、目の端に映った彼の所作に強く惹かれた。思えば、あれが伸を意識するきっかけだった気がする。

　あんなふうに私も扱われたい。

　彼の道具に羨望を向けた。大切にされている、伸の道具。自分は道具ではないし、親の手伝いをするのは当たり前で、感謝をされたいわけではないけれど、どこか物足りなさを感じていた。

（つまんないなぁ、私）

　逆らう勇気もなく、優等生でいたのは怖かったからだ。自分に自信がなかった。お手伝いをきちんとできる、いい子でなければならないと信じていた。だから、好きでしていたはずが、だんだん苦痛になっていったのだ。

（でも、伸くんは）

　きっと違うと、彼の愛撫の指使いを思い出す。伸の手でお道具箱にしまわれた物がなんだったのかは、はっきりとは覚えていない。図工の時間だった気がするから、ハサミや糊とかだろうと思う。あのとき羨んだ道具と同じように、優しい手つきで全身を愛された。深い場所に、彼を受け入れた。

　ほんのりとした幸福が胸に兆して、手を乗せる。トクントクンと響く鼓動が心地いい。彼とひとつになったリズムが、ここに刻まれている。

（夢のような時間だったなぁ）

　愛された。誰よりも大事にされた。こんなに大切にされたのは、生まれて初めてなんじゃないかと、大げさではなく思うくらいの多幸感。

　目を閉じて、よみがえった余韻を味わう。ずっと、この感覚が続けばいいのに。

（なんて……そんなこと、無理だよね）

　鼻を鳴らして、目を開けた。

　リビングも寝室同様、快適な温度に保たれている。伸は別の部屋にいるのだろうか。それとも、クーラーをつけたまま出かけたのか。

（そういえば。伸くんの仕事が休みかどうか、聞いてない）

　彼は呉服屋の跡を継いでいるのか。それとも、別の仕事をしているのか。そもそも、このマンションにひとりで暮らしているのだろうか。

（私、今の伸くんのこと、なんにも知らない）

　朝、洗面所を借りたとき、玄関に続く廊下の左右に扉があるのを目にした。寝室のほかに、このマンションには部屋がふたつある。彼はそのどちらかにいるのか、それとも出かけてしまったのか。

（どうしよう）

　バルコニーに目を向けて、干されている洗濯物を見た。服は洗濯をしてあると伸は言った。自分の服もあるだろうと近づいたが、男物しか並んでいない。

（洗濯をしてくれたって聞いたけど……もう乾いて、取り込んだのかな）

　だとしたら、自分の服に着替えて帰ろう。いや、帰る前にお礼の品を買ってこよう。

（甘えていいって言われたけど、居続けるわけにもいかないもんね）

　晴美は長期の盆休みだが、伸が呉服屋を継いでいるのなら、お店を開けて仕事をしている可能性が高い。

（もう、出勤してしまったのかも）

　リビングの壁掛け時計を見て、きっとそうだと結論づけた。空調をつけたままでいるのは、晴美を気遣ってくれてのことだろう。

（ありがたいけど、ちょっと申し訳ないな）

　困っていたところを助けてもらった上に、グチを聞かせてしまった。なおかつ、その話に乗って宝物みたいに扱ってくれた。甘えていいと言ってくれて、変わりたいと望む晴美の手伝いをしたいと申し出てくれた。

（弱味につけ込んだとか、責任を取らせてとか言われたけど、私に遠慮をさせないためだよね）

　弱ってグチを言った晴美を気遣ってくれた。それだけだ。

（夢のような時間をもらった。それだけで充分）

　まさか自分に、ドラマチックな結末が訪れるはずはない。もうすでに物語めいた状況になっているのだから、あとは日常に戻るだけ。

　変わろうと決心をして、いつもはしないことをしに知らない場所へ行った。たったそれだけでも、晴美にとっては大きな変革だった。伸との再会と密な時間は、想定外の出来事だ。

（あとは、この記憶をかみしめて過ごそう）

　とどまっていては、迷惑をかけてしまう。

　まずは自分の服や荷物を見つける。マンションの鍵があれば、それを使って外に出て、お礼の品を買って戻る。鍵が見つからなければ伸の帰宅を待って、後日お礼をすると伝えて帰ろう。

　勝手に探し回るのは気が引けるが、彼のＴシャツ姿のままではいられない。玄関へ続く廊下を進み、洗面所の前を通って右側の扉の前に立つ。誰もいないだろうけれど、念のためにノックをしてみた。

　しばらく待つが返事はない。

　ちょっとためらってから、扉を開けた。

「わ……ぁ」

　大きな本棚が目に入り、晴美はまばたきをした。足を踏み入れて、ポカンと口を開けたまま背の高い本棚を眺める。壁の三面は本棚で、窓のある一面はデスクライトしか置かれていない広い机があった。

（書斎……？）

　美術書や資料らしき重たそうな本が並んでいる。背表紙のタイトルで、和装の歴史をはじめとしたファッション関連のものだとわかった。西洋の過去の衣装図鑑などもある。

（やっぱり、家業を継いだのかな）

　あるいは修業中なのか。もしかして職場としても使うために、ファミリータイプの広いマンションに住んでいるのかもしれない。

　なぜかホッとしている自分がいる。頭の隅で、伸は同居をしている恋人あるいは結婚相手がいて、その人がたまたま帰省をしているのではないかと考えていた。

（だって、伸くんなら素敵な人がいて当然だもの）

　同級生だけでなく、下級生、上級生、大人にだって人気のあった伸は、きっと高校や大学でもモテていたはず。育ちもいいから、しっかりとした身元の令嬢と出会って、婚約をしている可能性もある。

（私を本気で相手にするはず、ないよね）

　胸の底に漂っている淡い期待を落ち着かせよう。あとで泣きを見るよりも、先にあきらめておくほうが楽だ。

　いつも、そうやって生きてきた。

　過度な期待はせずにいると、深く落ち込まなくて済む。しかたがないと受け入れられる。今回も、そうしよう。

（危うい私を気遣って、調子を合わせてくれただけ）

　彼は、優しいから。

　さみしい笑みが頬に浮かんだ。望んじゃいけない。彼に愛されることを求めてはいけない。分不相応だから、夢を見てはいけない。

　同じ空間で過ごした時期はあるけれど、違う世界に生きる人だから。子どものころは意識をしなかったことが、大人になったら重要になってくる。

（伸くんは老舗呉服店の御曹司で、私はただの一般人）

　彼は容姿にも恵まれている。対して自分は平凡。

　これは、ひがみではなく事実だ。

（期待しちゃいけない）

　互いの立場の違いを言い聞かせるのは、希望を持ちたがっているからだ。このまま伸と恋人になれて、未来を誓える仲になれるのではと望んでしまいそうだから。

（いつも、そうだったじゃない）

　望んでは指の隙間を通り抜けていった。手に入れるのは、いつも妹。両親の愛情も、多くの友人も恋人も、結婚相手もなにもかも、妹はしっかりと手に入れてきた。

　親の言うことを聞いて、学校の先生にも褒められて、同級生にも頼りにされて。

　成績が優秀だったわけでも、学級委員などをしていたわけでもないけれど、優等生だった。そこそこ友達もいて、楽しく過ごしていた。恋人だって、ちゃんといた。

　それなのに、自分の手の中には何もない。

　ついつい気持ちが沈んだ方向にいってしまいそうになるのは、伸との時間が幸せ過ぎたからだ。あんなふうに扱われる自分が誇らしくなった。いい子ねと褒められても感じなかった、心の底から温かくなる感覚。愛されているのだと、強く心身にしみてきた。

（きっと勘違い）

　そうに決まっている。初恋の相手に助けられて、キスをされて、甘やかされて舞い上がってしまった結果の幻覚だ。

（本気にされるわけがない）

　同情をされただけ。夢を見させてくれただけ。だから、現実に戻る心の準備をしているの。

　後ろ向きになっているわけじゃない。当然のことを考えているだけ。

（夢は、夢よ）

　現実に起こっていても、夢なのだからいつかは覚める。

　キュッと唇を噛んで、硬く目を閉じる。心が「イヤだ」と叫んでいる。夢で終わらせたくない。もっと伸と過ごしていたい。彼に愛されたい。彼が欲しい。永遠に――。

「あれ？　晴ちゃん」

　ビクッと体を震わせて、晴美は振り向いた。きょとんとした伸が扉の前に立っている。

「あっ、ご……ごめんなさい。勝手に入っちゃって」

「いいよ。僕を探していたの？」

「ええと……その、服を」

「服？」

「干してなかったから、どこにいったのかなって」

　ああ、と伸がニヤリとする。

「隠したんだ」

　さらりと言われて、すぐに理解ができなかった。

「服を見つけたら、晴ちゃんはすぐに帰ってしまうだろうなと思って」

　ごめんねと付け足した伸は、いたずらが見つかった子どもみたいな顔をした。悪びれた様子もなく、しかたなかったんだと言いたげな彼の態度に何と返せばいいのかわからず、晴美はポカンと伸を見つめた。

　クスクス笑った伸が、茶目っ気たっぷりに小首をかしげる。

「服を探して、どうするつもりだったの？」

「それは、着替えて……それで、その……お礼をしようと」

「お礼？　着替えて、部屋の掃除とかしようと思ったってこと？　それともお礼の品を買ってこようと考えたってこと？　それで終わりにして、帰るつもりだったんだ」

　口をつぐんだ晴美の肩に伸の手が置かれた。

「やっぱりね」

　ため息交じりにつぶやかれる。

「まだ、お姫様の時間は残っているよ」

　顔を覗き込まれて、晴美は視線をそらした。

「でも、迷惑でしょう？」

「迷惑？　どうして」

「だって……私」

（伸くんの相手ができるほど、すごいところなんてひとつもないから）

　心の中で返答し、Ｔシャツの裾を強く握った。

「変わりたいって行動をした晴ちゃんは、すごいよ。危ういことになりかけたけど、偶然居合わせたのも何かの縁だと思うんだ。――ねぇ、晴ちゃん。僕じゃ、力不足？」

　意外な言葉に、外した視線を伸に戻す。

「僕じゃ、頼りないかな」

　眉の下がった笑顔は、晴美の好きな表情だ。しかし彼の瞳はいつものふんわりとした優しさではなく、悲しげな色を浮かべている。胸の奥が切なくなって、小さな子どもみたいに首を振った。

「じゃあ、どうして？」

「だって、お仕事とかもあるだろうし……急にお世話になるのも迷惑でしょう」

　視線をゆっくりと伸の顔から鎖骨、足元へと落としていく。うつむいた晴美の頭は、伸の胸に引き寄せられた。

「遠慮したんだね。優しいなぁ、晴ちゃんは。だからこそ、苦しんできたんだよね？　上手に甘えられなくて、悲しくて妹に嫉妬をして、そんな自分がイヤで自己嫌悪して。だから自分を改革しようと決心したって教えてくれたのに、また逆戻りをしてしまったら、もったいないよ」

　せっかく踏み出したんだからと、そよ風みたいに耳元をかすめた声に目を閉じた。

（全部、吐き出したんだ）

　気持ちのすべてを、酔った勢いで伸に吐露した。彼はしっかりと受け止めてくれた。ありがたくて、うれしくて、泣きそうになる。だからこそ、迷惑をかけてはいけない。

「もう、充分だよ……ありがとう、伸くん。私、とっても幸せな気分なの。行動をできた自分にビックリして、やればできるって思えたし」

　初恋の人と再会ができて、夢のような時間を過ごせた。それだけで満足だ。

（夢が現実に戻る瞬間なんて、見たくない）

　夢は夢のままで終わらせたい。同情されていたのだと、はっきりと自覚するのが怖い。彼の想いを勘違いでも本物だと信じて、大切に心の宝箱にしまい込んでいたい。

　だから、ここで終わりにしたい。

「まだだよ……せっかく踏み出したんだから、もう少しがんばってみよう。僕で力不足じゃないのなら、晴ちゃんを甘やかすためにいろいろと考えさせて」

「そんなの、悪いよ」

「悪くないよ。悪くないから、晴ちゃんの服も荷物も隠したんだ。きっと晴ちゃんは遠慮して、帰ろうとするだろうなと思って。――ずるいんだよ、僕は」

　髪に唇を押しつけられて、晴美の心は大きく揺れた。

（伸くんが、ずるい？）

　どこが、ずるいのか。服や荷物を隠して、晴美を帰れなくさせたことか。

（でも、それは私を気遣ってくれてのことで……きっと、昨夜みたいに私が自分を変えようとして、変な人に絡まれたりしないように、付き合ってくれるつもりでいるんだ）

　泣きたいくらいに優しくて、悔しいくらいにうれしくて。だからこそ、辛くて苦い。

（こんな状況が続いたら、私、本気だって勘違いをしちゃう）

　これは同情でしかない。伸が自分を相手にするメリットなど、ひとつもない。彼に愛されるほど、自分はすごくない。だけど、でも――――何もしなくても、ただいるだけで愛される特別な存在になるという夢を、見てみたい。妹みたいに、がんばらなくても大切にしてもらえる存在になりたいという望みを叶えられるのなら、甘えたい。

　期待をする恐怖と、希望を持ちたい思いのはざまで揺れていると、強く抱きしめられた。

「お願い、晴ちゃん。晴ちゃんの休日を、僕にください……お姫様みたいに、大切にするから。お姫様じゃ照れくさいなら、飼い猫ってことにして、甘やかしたい」

　彼の真意がわからない。

（まさか、本当に私を大切に……なんて、ないよね。ないけど、でも……でも、私）

　流されたい。彼の好意に甘えたい。長期休暇の終わりが辛くなるだろうけれど、それは幸せが大きくなると予測をしているからだ。

（怖い……けど。せっかく親切で言ってくれているんだもん。逃げないで、受け入れよう）

　変わろうと決心をしたのだから、天からの助けと思って伸と過ごそう。

（最後、きちんと別れられる覚悟だけは忘れないようにすれば、きっと大丈夫）

　みっともない別れにだけは、ならないようにすればいい。この機会を逃せば、もう一生こんなおとぎ話みたいな経験はできないはずだから。

　唇を引き結んでこくんと小さくうなずくと、伸の頬がほころんだ。

「よかった」

　安堵交じりの言葉に、心がふわりとぬくもった。

（本気で、心配をしてくれているんだ）

「ありがとう」

　感謝を告げると額にキスをされた。

「じゃあ、これからお盆休みが終わるまで、ここにいてくれるね？」

「うん……だから、服とか返してもらってもいいかな」

「どうして？」

「だって、下着とか……ないと落ち着かないし」

　恥ずかしくて視線をさまよわせると、頬を両手で包まれた。

「こんなことを言うと、軟禁しているみたいというか、怖がらせてしまうかもしれないけど……晴ちゃん、いつ気が変わって出ていくかわからなくて心配だから、隠したままでいさせてほしい。最後の日には、かならず返すから」

（そんなに心配させるほど、私、危うく見えているんだ）

　心配そうな顔の伸が離れる。彼は机の下部にあるひきだしを開けて、見慣れたカバンを取り出した。

「服は隠しておくけど、荷物は返すね。中身、ちゃんとあるか確認して？」

　彼が何かを盗むなんてありえないだろうけれど、うながされて確認した。化粧直しの道具が入ったポーチと、財布。スマートフォン、ハンカチとポケットティッシュ。必要最低限のものしか入っていないバッグの中身は、すべてそろっていた。

「大丈夫。ちゃんとある」

「そっか。あ、スマホの充電は大丈夫？　どこかに連絡をしておかなくてもいい？」

　両親はそれぞれの実家に順番に泊りに行き、祖父母の様子見と墓参りに出かける予定で、妹は義父母の家に行くと聞いた。友人と会う予定もないので、連絡を入れておく必要のある相手はひとりもいない。

　つまり伸に拾われていなければ、長期休みはひとりで過ごす予定だった。だから、自分を変えてみようと思いついたのだ。

　首を振って、カバンを伸に差し出した。

「預かっていて。これがあると、いろいろと気にしてしまいそうだから」

　ここにいる間は、普段を忘れたい。そのために、今までの日常を意識させるものは遠ざけておきたかった。

「わかった」

　受け取った伸が、ひきだしの中にカバンをしまう。ぴったりと閉じられた場所に向かって、しばらく自分の日常とはお別れするんだと晴美は強い視線を向けた。

「じゃあ、リビングに行こうか。朝ごはん、途中で終わっちゃったから小腹がすいてない？　いただきもののクッキーがあるから、一緒に食べよう」

「あ、そうだった……ごめんなさい」

　ん？　と伸が目をしばたたかせる。

「朝ごはん、途中で。片付けもさせてしまって」

「あれは僕が悪いんだよ。ごめんね、ご飯の邪魔をしちゃって」

　ううんと首を振って、申し出る。

「住まわせてもらうんだし、掃除とか料理とか、私ができることはさせてくれないかな？勝手に物を触られたり台所に入られたりするのはイヤだ、とかじゃないのなら……だけど」

　遠慮がちに彼を見ると、苦笑された。

「そういうとこだよ、晴ちゃん」

「え？」

「落ち着かないのはわかるけど、小さなところから変えていこう。まずは、お世話をされるだけの状況に慣れないとね」

　うなずくついでにうつむいて、足元を見る。妹のように、手伝いを拒否しても受け入れられて、好きなように過ごしたい。しかし、長年の習慣で気持ちがソワソワしてしまう。ましてや伸とは同級生という関係で、晴美を世話する義務も義理もない相手だ。

「わかってはいるの。頭では、ちゃんと理解しているんだけど」

　伸にはなんのメリットもない。

　変わろうと思っても、すぐに気持ちを切り替えられるほど器用ではない。

　申し訳なくて恐縮していると、手を握られた。

「じゃあ、仕事の手伝いをしてもらおうかな」

　顔を上げた晴美は、こっちに来てと廊下を挟んだ向かいの部屋に案内された。

「わ」

　そこは衣桁やトルソーの並ぶ衣裳部屋だった。薄い生地の着物が衣桁に飾られており、トルソーはガウンのように着物を着せられている。

（やっぱり、実家を継いでいるんだ）

　そしてここは、仕事場でもあるのだといくつもの着物を眺めた。大きな桐のタンスがあり、ミシンの置かれた広い机もあった。

「これは、夏ものの単衣なんだ。これを素肌に着ていた時代もあったんだけど、今は下に着るものの色味と上の色味の重なりを楽しむ着方が主流になってる」

　それは、そうだろう。生地の向こうの壁が透けて見える薄物を、素肌の上に着ていたら下着が丸見えだ。

　飾られている単衣のひとつ、上品な朱色のものを差し出されて受け取った。よく見れば無地ではなく、目の詰まった部分が花の模様になっている。

「すごい」

「職人さんの技術があってこそ、こういう作品が生まれるんだ。だけど、今は着物を着る人が少ないから、せっかくの技術が廃れてしまいそうになっているんだよ」

　ため息交じりの伸が悲しげな視線を向けた着物は、紺色の生地に白い小花模様が散っていた。手の中の着物とは、また違う職人の手によってつくられたものなのだろうか。

「だけど、海外で注目されていてね。着物として着るのではなく、ガウンみたいに羽織を洋服と合わせたり、ドレス風に仕立てたりされているんだ」

　へぇ、と感心の声をあげる。

「職人さんがいてこその、呉服屋だからね。海外への販路を増やしたくて、ここでいろいろとアイデアを練ったりしているんだけど、ひとりだとどうしても考えが広がらなくて」

　言葉尻で視線を向けられ、晴美は緊張した。さきほど書斎で目にしたファッション系の本を思い出す。

「私、流行とかには疎いけど」

　アイデアは出せなくても、話を聞くくらいはできる。頭の中で考えているよりも、口に出して誰かに語るほうが新たな発見をする可能性が高くなると聞いた事があった。口に出してみることで、客観的に考えを分析できるからだそうだ。

「できることがあるのなら、協力させて」

　これから世話になるのだから、役に立てることがあるならなんでもしよう。決意を込めて答えると、伸の目じりがとろりと下がった。

「ありがとう」

　着物が伸の手に戻る。さらりと流れた布の感触が気持ちいい。

「それじゃあ、さっそくだけど。ここで過ごす間は、これを羽織っていてくれないかな」

　うながすために着物を広げた伸に背を向け、袖に手を入れようとしたら「そうじゃないよ」とやわらかく注意される。

「Ｔシャツを脱いで、素肌に着てほしいんだ」

「え……っ!?」

「着物を羽織った人の動きを見て、インスピレーションが湧くんじゃないかと思ってね。晴ちゃん、きっと似合うし」

　にこにこしている伸と薄い着物を交互に見る。広げられた朱色の着物はレースのカーテンみたいに伸の姿を透かしていた。

（素肌に着たら……見えちゃう）

　恥ずかしい。しかし協力をすると言ってしまった。伸に期待を持たせてしまった。

（何をすればいいか、先に聞かなかった私が悪いんだし……でも）

　迷っていると、伸が小首をかしげた。

「どうしたの？」

「う……ん。着替える間、後ろを向いていて」

　着てみたら、思ったよりも透けないかもしれない。そうであってほしいと願いつつ、着物を受け取った。背を向けた伸の、すらりと伸びた首筋を見てＴシャツを脱ぐ。着物に袖を通すと、生地がするりと肌を滑った。

（すごく、軽い。肌触りも気持ちいい）

　どちらを重ねればいいのかわからなくて、とりあえず右前にした。帯がないので、手で腰の部分を抑える。重なった部分はわずかに布が厚くなるので、下生えはうっすらと繁みの黒さがわかる程度だが、胸の先は布越しでも色づきがしっかりとわかってしまう。

（もしかしたら、裸より恥ずかしいかも）

　ドキドキしていると、「もういいかな」と聞かれた。

「あ、うん。でも、帯がないから」

　言い終わらないうちに振り向いた伸に、じっくりと姿を見られる。彼の視線は生真面目な職人めいていて、晴美は思わず背筋を伸ばした。

　緊張にこわばっていると、ふっと伸の雰囲気がやわらぐ。

「よく似合っているよ」

「あ、りがと」

　ぎこちなくお礼を言って、もじもじしていると手を取られた。

「宮中のお姫様みたいだ」

　まぶしそうな視線を向けられ、頬が熱くなった。

「着物のおかげだよ」

「それじゃあ、袴も穿いてみる？　海外の人も着やすいように、ガウチョ風にアレンジしたものがあるんだ」

　桐のタンスから若草色の袴を出した伸に、お礼を言って受け取った。

「リボンみたいになっている腰の帯をぐるっと回して、右前で結んでみて？」

　晴美が頼む前に伸は背中を向けた。袴に足を入れて、言われた通りに帯を結ぶ。丈はくるぶしが見える程度で、動きやすそうだった。

「着られた？」

「うん」

　振り向いた伸に、またじっくりと眺められる。

「着心地とか、どうかな？」

「簡単に穿けたし、動きやすそう」

「じゃあ、これからここで過ごす間は、そのスタイルで大丈夫？」

　うなずく。

　上半身が透けているのは落ち着かないけれど、下半身が袴で隠れているのは安心する。ショーツがなくて頼りない感じがするのは、しかたがない。

「昔の人は、こんな格好で過ごしていたのね」

　羞恥をごまかしたくて話しかけると、伸がうれしそうに声を弾ませた。

「そうなんだ。袴の長さは違っているけど、平安時代の女房と言われる人たちの夏の装いは、素肌に袴を穿いて、紗の単衣を羽織っていたんだよ」

　女房という言葉がなんだったかを考えて、平安時代にお姫様の世話を焼いていた人だと思い出す。

（やっぱり、私にはお姫様よりお手伝いさんのほうが似合っているのかな）

　ほんのりと苦いものを味わっていると、おいでと手を引かれた。

「お茶にしよう。袖の具合とか、動きづらくないか教えてもらえるとうれしいな」

　彼に導かれてリビングに戻り、ソファで待っていてと言われた。

「何か、手伝うことない？」

「ここにいる間は、僕に世話をされること。それが晴ちゃんのやることだよ」

　きっぱり言われて、晴美はソファに落ち着いた。

　ほんの数時間前に、このソファで伸と濃密な時を過ごした。意識をすると鼓動がにわかに激しくなって、鼻がわずかに興奮でひくついた。

（やだ。私ったら……落ち着いて）

　意識をし過ぎだ。そのくらい、あの時間は夢心地だった。きっとまた経験するであろう蜜刻を重ねた先で、自分はどう変わっていくのか。

　怖いような、楽しみなような、混沌とした気持ちを抱えて吐息を漏らす。

「お待たせ」

　盆を持った伸がローテーブルの前に片膝をついて、ポットとカップ、茶請けのクッキーが載った皿を晴美の前に並べる。ポットを手にしてカップに紅茶を注ぐ手つきの優雅さに、晴美は見とれた。

（本当に、所作が綺麗）

　どうぞと勧められたカップを手にして、唇に近づける。ほんのりと花の香りがして、口をつけるとわずかな苦みと共に、甘い香りが広がった。

「おいしい」

「よかった」

　こっちもどうぞと手のひらでクッキーを示されて、指を伸ばして小判型のクッキーをかじった。さくっとした歯触りと舌の上で広がるバターの風味が心地よくて、思わず目を閉じてしまった。

　鼻孔にバターの芳醇な香りが広がり、紅茶を含むと味が締まった。

　恍惚の吐息を漏らして伸を見る。

「すごく、おいしい」

「口に合ったみたいで、うれしいよ」

　伸もクッキーをつまんで、おいしそうに口に入れる。穏やかでゆったりとした雰囲気に、肩の力が抜けた。

　空調の効いた清潔な部屋。体をしっかり包んでくれる座り心地のいいソファ。深い味わいのクッキーと、それを引き締めてくれる紅茶の苦みと、余韻に広がる甘い香り。

（なんて、贅沢）

　肌触りのいい着物に包まれて、優雅なティータイムを楽しむなんて、本当にお姫様になった気分だ。

　深く息を吸うと、ふくらんだ胸に生地が滑って乳首が擦れた。淡くて甘い痺れが生まれて、ちいさく震える。

「は、ぁ」

　非現実的な感覚に陶酔して息が漏れた。

「袖の長さとか、食事の邪魔になっていない？」

　伸の声に我に返って、あわてて袖口を見る。

「大丈夫。袖は大きいけど、長すぎないし。動きやすいよ」

　伸の手が伸びてきて、袖の具合を確かめられた。指先が二の腕に触れて、背筋に淡い期待が広がる。

（やだ、私）

　はしたないと自分を叱る。覚えたての多幸感を求める自分を、浅ましいとたしなめた。

　伸の手は腕を滑って肩に触れ、晴美の髪に絡んだ。

「晴ちゃん」

　顔が近づき、唇をついばまれる。

「キス待ちの顔、してた気がして」

　ごめんねとささやかれ、ううんと小さく首を振る。気のせいではなく、キスをされたかった。声に出して言う勇気はまだ持てないから、伝われと視線に気持ちを込めて彼のこげ茶色の瞳を見つめた。

　ふたたび唇が重なって、抱き寄せられるままに身をゆだねた。

「んっ、ん……ん」

　舌先で唇をなぞられて、官能にまつ毛が震えた。身をよじると胸先が擦れて、ほのかな快感が肌の上に広がっていく。

「ん……ふぁ、ん」

　尻の谷から背中にかけてを指先でなぞられて、鼻にかかった嬌声が漏れた。じわりと女の園が湿って、キュッと下肢に力を入れる。

「は、ぁ……んっ、ん」

　唇の形を舌で確かめられながら背中を何度もなぞられて、晴美はかすかな快感の波に身を浸された。ジワジワと湧いてくる愛液が花弁を潤ませていく。重なる視線は愛欲の気配を帯びて、体の奥を高揚させた。

「ぁ、伸くん」

「どうしたの？」

「その……汚してしまいそうだから……ええと」

　やめてほしくない。だけど「シたいから脱ぎたい」とも言えなくて、晴美はもじもじした。

「汚す？　どうして」

「どうしてって……だって」

　顔が熱くなる。額にキスをされて、ゆっくりと押し倒された。

「そんな可愛い顔をされたら、獣になってしまうよ」

　蠱惑的なささやきに、劣情がへその奥でジワリと疼いた。伸の手が足首に触れて、袴の裾から入った指がゆっくりと上ってくる。

「んっ、ぁ……伸くん」

「可愛いよ、晴ちゃん」

　妖しくも優しい光を宿している伸の瞳に包まれて、晴美は胸を喘がせた。秘裂の始まりを指の腹で擦られて、自然と膝を広げてしまう。彼がどんなに心地よくしてくれるのかを、晴美はもう覚えてしまった。

（ダメ、こんなの）

　恥ずかしいし、いやらしい。

　理性を引き寄せても、心は言うことを聞いてくれない。彼に愛されたくて、受け入れたくて、体がだんだん火照っていく。

「は、ぁ……伸くん……ねぇ、汚しちゃう……ねぇ」

「どうして、汚してしまうの？」

　穏やかに、だけどわずかに意地悪を含ませた笑顔で問われる。あなたの指が撫でているところの奥から、愛液があふれてくるから。なんて答えられるはずもなく、晴美は愛撫に身もだえた。

「ぁ、は……伸くん……ねぇ、あっ、伸く……ぅん」

　繁みの奥を撫でられたくて、無意識に腰を上下に動かした。下肢をまさぐる指が、リズミカルに恥丘を擦って悦楽を引き出していく。しかし求める場所には触れられず、晴美は伸の首にすがりついた。

「ぁ、ああ……伸くん……っ、あ、あ」

　チュッと軽く鼻先にキスをされて、女の園を広げられた。クチュクチュとわざと音を立てるようにかき回されて、淫靡な響きに鼓膜が震えて意識がふやける。

「ふは、ぁ……あぁ、んっ、は、はぁ……あっ、伸く……あっ、あっ、ああ」

　指の動きが激しくなり、追い立てられたかと思うとゆるくなって、濡れた肉花とたわむれる。ヒクヒクと淫らに熟れた箇所がうごめき、硬く凝って過敏になった胸先は、揺れるごとに布と擦れて悦楽の欠片を生み出した。

「ふ、ぁあ……あっ、あん、あっ、あ、ひぅ……んっ、そこぉ」

　隠れていた欲芯をつままれ、指の腹でつぶすようにこねられた。頭の先まで駆け抜ける電流に似た淫らな愉悦に身もだえて、享楽の声を上げる。

「はふっ、あ、ダメぇ……あっ、伸く……っ、あっ、あ」

　このままでは、もうイッてしまう。

　押し寄せてくるまばゆいエクスタシーの予感に、わずかに残る理性が叫ぶ。着物を汚してしまう。イッちゃいけない。ガマンをしなくちゃ。

　猛る蕾をからかうように、伸の指が小刻みにつついては爪で弾き、指の腹で押しつぶすようにこねてくる。抑えようとしても、迫りくる絶頂の予感はふくらんで制御できない。

「あぁ……ダメ……あっ、ああ」

　耐えなければと思えば思うほど、快感を意識してしまう。身もだえるたびに尖った乳首が布にこすれて、悦楽を増幅させた。

「んっ、伸く……っ、ねぇ、あっ」

　脱がしてと言うのは恥ずかしい。しかし、このままでは愛液を噴き出して着物を汚してしまう。なんとかしなくちゃと気を焦らせて、伸の腕を止めようと掴んだ。

「もっと、して欲しいの？」

「違……やっ、ぁああんっ」

　淫芯の根元をグリグリと押しつぶされ、別の指でヒダをかき回されて、晴美は膝を震わせた。

　イッちゃダメ。高そうな着物を汚してしまう。ガマンをしなくちゃ……だけど……でも、気持ちがよすぎて――。

「あっ、あぁあ……っ！」

　高く腰を跳ね上げて、晴美は達した。強く伸を引き寄せて、ビクビクと痙攣する晴美の奥からあふれた愛液が袴を濡らす。

「は、ぁ……あ……ごめんなさい」

　うわごとのように謝罪をすると、耳たぶにキスをされた。

「どうして、謝るの？」

「だって、汚しちゃって」

「僕がしたことだから、晴ちゃんは何も悪くないよ」

「でも……これ、高いよね」

「気にしないで」

　ささやきには優しさがこもっていた。耳裏、頬、唇と順番にキスをされて、慈しみがたっぷりと含まれた瞳で見つめられる。心がキュウッと絞られて、愛おしさが募った。

「気になるよ。汚したのは、私だもの」

「そうさせてしまったのは、僕だよ？」

「うん……でも」

　言い淀むと、やれやれと言いたげな吐息をかけられた。

「晴ちゃんのいいところでもあり、悪いところでもあるよね」

「ん……ごめんなさい」

　ううん、と伸が首を振る。

「わかっていて、やっちゃった僕の意地悪だから。でも、本当に気にしないで……って、堂々巡りだなぁ」

　身を起こした伸につられて、晴美も上体を起こした。

「とにかく、先にこれ、洗ってくるね」

　せめて汚した責任を取ろうと考えた晴美は立ち上がろうとして、膝に力が入らなくてよろめいた。

「危ない」

　抱きとめられて、床に膝をつく。

「ありがとう」

　膝に寄りかかる形になって、伸の股間が大きくふくらんでいることに気がついた。たくましくたぎらせている伸の姿が脳裏に浮かんで、こみあがる期待が蜜壺を震わせる。

「恥ずかしいな」

　照れくさそうな伸の声に、慌てて視線をそらした。

「あっ、違うの……私……その、ええと」

　言い訳を探していると、顎を持ち上げられた。

「いやらしい希望を浮かべてしまったんだけど、言ってもいい？」

　遠慮がちな申し出に、視線で「聞きたい」と伝えた。

「口で……晴ちゃんにされたらって、思っちゃったんだ」

　視線を揺らした伸の表情が初々しくて、胸がときめく。繊細で絶妙な指使いで自分を極まりまで連れていってくれた人が、思春期の少年みたいな顔をして照れている。

「じゃあ、しよう……か？」

　彼を喜ばせたくて、おずおずと申し出た。

「えっ」

　目を大きく見開いた伸に、視線をうろうろさせながら言い訳をするように伝える。

「汚したお詫びっていうか……私ばっかりされているのも気が引けるし……したことないから、うまくできるかわからないけど、伸くんがしてほしいのなら」

　だんだん声が小さくなって、最後の「してもいいよ」は音にすらならなかった。全身から火が噴き出したように恥ずかしい。

「無理、してない？」

　伸の言葉にこっくりと首を縦に動かす。

「気を使っているとかでも、ない？」

　また、首肯した。

「それじゃあ……ええと、よろしくお願いします」

　真面目くさった言い方に、思わず吹き出してしまった。つられて伸も笑いだし、緊張と羞恥がほぐれる。

「じゃあ、するね」

「うん」

　ズボンのボタンに手をかけて、外した。高鳴る胸を抑えてファスナーを下ろし、下着に包まれている猛ったものを取り出した。

（熱くて、硬い）

　自分に反応をして、こうなってくれているのだ。幸せな心地が生まれて、晴美は満たされた吐息を漏らした。たとえ本能的な反応であったとしても、伸が自分に興奮をしてくれていると思うとうれしい。

　両手で包むと、頭上からかすれたうめきが降ってきた。恐る恐る擦ってみる。

「ん……ふぅ」

　艶めいた伸の吐息に、晴美の心臓はバクバクと音を立てて興奮した。

（感じてくれているんだ）

　うれしくて、もっともっとしたくなる。どのくらいの力加減ですればいいのかわからなくて、伸がしてくれる愛撫のように、淡い力で根元からクビレまで何度も擦った。

「はぁ……晴ちゃん……っ」

　詰まった声に、晴美の肌が熱くなる。彼の快感に呼応して、下肢の花園がざわめいた。

　舌を伸ばして先端を舐めてみる。ぷにっとした感触だが、しっかり硬い。まるでライチだと思いながら、唇で軽く噛んだ。

「っ、あ…………晴ちゃん……んっ」

　うっとりとした伸の声に背中を押され、クビレまで口の中に含んでチュクチュク吸うと、先端から液が滲んできた。自分が濡れるように、伸も濡れてくれている。うれしくなって、ますます励んだ。彼にされた愛撫の心地よさを返したい。

「ふ……んっ、んっ」

　ぎこちないながらも懸命に、晴美は伸の熱を愛した。手の中でビクビクと脈打つものが、愛おしくてたまらない。トロトロと流れてくる彼の蜜液を吸い、舌でくすぐる。

「ぁあ……晴ちゃん、気持ちがいいよ……っ、んっ」

　艶やかな吐息にキュウンと心を弾ませて、晴美はさらに励もうと頭を動かす。舌撫をしているのはこちらなのに、口の中が甘い疼きに包まれて気持ちよくなってきた。

「ふ……ぅんっ、ん……んっ、ふ……はふ……んっ、ん」

　脚の間がムズムズして、尻が勝手に揺れてしまう。愛撫をしている側なのに、どうして気持ちよくなってしまっているのだろう。ツンと尖った乳首が疼いて、着物に擦れる。

「ふ……ぅ……んんっ、ん……ぅ」

　ジンジンと甘くしびれる乳首をこねて、ひくつくヒダをまさぐられたい。口の中に広がるものを、体の奥深くに擦りつけてほしい。

「ふぅ、ん、う……ふぁ」

　硬く凝った熱は、油断をすれば口からすぐにはみ出してしまう。たくましいこれが伸の本能の象徴だと思うと、愛らしくてたまらない。心臓がバクバクと音を立てて、口内の興奮よりも激しく脈打つ。鼓動と連動してうごめく蜜壺から、滾々と愛液が湧きだして肉花をしとどに濡らした。

　口をすぼめて舌と上顎で強直を締めつけて吸い上げる。先走りを吸い上げると、伸が息を詰めて震えた。彼の反応に嬉々として、もっと奉仕をしたくなる。伸の腰を両手でつかんで、舌で転がしたり吸い上げたりしながら顔を前後させて擦り上げた。

「っ、あ……晴ちゃん、もう」

　グッと頭を持ち上げられて、すぼめていた口からチュポンと熱が飛び出した。

「ごめん、ガマンできない」

　破裂寸前の熱のせいか、ぎこちない動きでコンドームを取りに行く伸の姿を見つめる。急ぐ伸の様子がかわいく見えて、晴美はクスクス笑った。戻ってきた伸に抱き上げられて、膝に乗せられる。帯を解かれて袴を落とされ、腰を引き寄せられた。

「入りたい」

　獣欲をたぎらせた伸の切なげな荒い息に、晴美はうなずいた。腰を支えられ、口内で愛したものの上に尻を落とす。

「んはっ、ぁ……ああ」

　ズズズッと沈んでいくものが一気に奥を貫かないよう、伸の腕が調整してくれる。張り裂けそうなほど大きくしているのに、晴美の体を気遣ってくれる優しさがうれしくて、もどかしかった。

　ワガママに求めてくれても、いいのに。

「は、ぁ……ああっ、あ……あぁ、ふ……っ、う」

　彼の肩に両手を置いて、隘路を進む恋しい熱を締めつける。蠕動する濡れた道の内側で、ビクビクと脈打つものに支配されたい。

「んぁ、あ……ふっ、んぅ」

　晴美の尻と伸の太腿が重なった。天井を仰いで体の中に詰まった息を、ふぅっと吐き出す。

「晴ちゃん……ちょっと乱暴にするけど、いいかな？」

　無言でうなずく。欲望のままに振る舞う伸を知りたかった。

「ありがとう」

　首筋にキスをされ、グンッと突き上げられる。

「あっ！」

　そのまま激しく揺さぶられ、しがみついた。振り落とされてしまいそうに激しくて、もっともっと彼に求められたくて、ガクガクと揺れながらソファのスプリングの助けを借りて膝で弾んだ。

「んぁあっ、は、あぁ……あっ、あん、は、はぅう」

　激しい水音が部屋に響いて、晴美は髪を振り乱しながら喘いだ。襟元を唇でくつろげられて、鎖骨や乳房に愛撫の花びらを散らされる。むさぼるように上半身に吸いつかれ、ガツガツと突き上げられて乱れた髪が、伸の肩や頬にかかった。

「ひっ、ぁぅう、伸く……っ」

　腰をスイングさせた伸に、グリッと淫壁をえぐられて目の奥がチカチカした。勇躍する伸の猛りがうれしくて、激しさに振り落とされてしまいそうで、必死に彼にしがみつく。

「ふっ、晴ちゃん」

　うめく伸に翻弄されて、悦楽の涙が浮かぶ。喉を反らせて天井に嬌声を放ちながら、晴美は陰唇で情熱にむしゃぶりついた。

「んぁ、あっ、あっ、ああ……あっ、あ、あああっ」

「すご……晴ちゃん、吸いついて……っ」

　息を乱した伸が、うわずった笑みを浮かべる。淫らに崩れた笑顔に乳首が震えて、甘い痺れを癒したくて体を擦りつけた。

「ふぁ、伸くん……ぅ、伸くぅ……っ」

　彼を気持ちよくしたいのに、自分が気持ちよくなってしまっている。縦横無尽に動く伸の熱杭に、晴美の内側がグズグズに溶かされる。深い場所を広げられたかと思うと、入り口をグチャグチャとかき回され、荒い濡れ音に鼓膜が震えた。自分ばかりが気持ちよくなっているのではないかと不安になって、彼と高ぶりを共有したくて激しく体を揺らすと、朝とは違う角度で敏感な箇所をえぐられて、あっけなく極まりを迎えてしまった。

「んはぁあ――あ、は……ああ、あ……はぅ、う」

　限界までふくらんでいたはずの伸よりも先に極まり、法悦の余韻に喘ぐ晴美の胸に顔をうずめた伸が、うめくように願う。

「ごめん……あと少しだから、付き合って」

「ふぁあっ」

　グゥンと大きく内側をえぐられて、晴美はとろけた。絶頂の余韻が終わらないうちに、さらなる快楽を与えられて体がクニャクニャになってしまう。舌を震わせ、鼻にかかった悲鳴を上げて、しがみつく余力もないまま陶酔の余韻を乱されて、体の隅々まで行き渡った官能が泡のようにはじける。絶頂の瞬間を引き伸ばされて、晴美は強すぎる快感にクラクラした。

「はふぅ……あっ、と、溶ける、ぅ……あっ、あっ」

「僕も……晴ちゃんの熱で……っ、気持ちよすぎて溶けそう」

　切羽詰まった伸の声。抑えようとしても乱れる荒い息に、彼も気持ちよくなっているのだと伝わってきて、うれしくて心がジィンと甘く痺れた。互いの快感が混ざり合い、溶けあってひとつになっていく喜びに、晴美の口元がゆるんだ。

「溶け……っ、てぇ……あっ、伸く……伸くんっ」

　一緒に、もっと溶けあおうと伝えるために、震える指で触れた伸の熱い肌は、汗でしっとりと濡れている。汗で増幅した彼の香りが全身にしみこんでくる。ひとつになっているのだと、晴美は充足に包まれた。

「うん、一緒に溶けよう……晴ちゃん……っ、う」

　肉ヒダを擦り上げた伸がブルッと大きく震えて、晴美の奥で破裂する。ドッとあふれた熱の奔流にジワッとヘソの奥がぬくもり、波紋のように広がった。

「はぁうっ、ん」

　のけぞった晴美の背中を、倒れないよう伸の腕が包んでくれる。天を仰いでしみじみと悦楽に浸る晴美の首に、伸の髪が触れた。

「晴ちゃん……ああ」

　ため込んでいた気持ちをこぼすような伸の吐息に、晴美は極上の安らぎと幸福を覚える。快楽に弛緩した指先に力を入れて、伸の髪をまさぐった。指を彼の頬に移動させると、指先を甘く噛まれた。ゾクッと走った甘美な痺れに肩をすくめる。

「ん……伸……く……ぁ」

　ふんわりとしたキスをして、クスクスと笑いあって、目を閉じる。自分は大切にされる存在なんだと、強く認識した。

「晴ちゃん」

「うん」

　名前を呼ばれることが、ただ返事をするだけのことが、こんなに楽しいなんて知らなかった。

「伸くん」

「うん」

　呼んで、返事をして。呼び返して、返事をされて。

　たわいなく繰り返しながら軽いキスをしているうちに、晴美の意識は安らぎの闇の中へ、ゆっくりと沈んでいった。







第三章　夢は淡くて力強い








　薄紫のグラデーションになっている着物を羽織って、晴美は雑誌をめくっていた。袴も帯もなく、素肌に薄物を羽織っているだけだ。むろん下着もなく、ローテーブルの上に広げた雑誌を前かがみで読んでいる背中から尻にかけて、なだらかな肌の曲線が透けている。袴は初めの一回だけで、穿かないでいることになった。汚してしまったことを、晴美が強く気にしたからだ。

　この格好で過ごすようになってから六日が過ぎた。土日を含む盆休みは八日間。あと二日で日常がやってくる。

　この姿で過ごすことに、慣れてはいないが最初のような羞恥は感じない。すべてを見られている伸のほかに、誰とも会わない生活に晴美はなじみかけている。

　ふっとこぼれた息が、見開いたページの写真に落ちた。

　スーツの上に、羽織りをコートのように着ている伸が載っている。隣には長身の西洋人男性がいた。こちらはシャツにスラックス姿で、着物をロングコート代わりにしている。

　記事のタイトルは【日本の職人の技を世界に】。

　内容は――。

　伝統の着方とあるが、時代によって着物の形や着方、用途も変化してきている。さまざまな時代に応じて変化をしていく、うまく異国文化を取り入れてきた日本の歴史から学び、固定概念にとらわれず柔軟なデザインや着方を推奨したいと彼は語った。

　海外では日本の織物や草木染などの評価は高い。仕事がなければ技術は廃れ、新たな挑戦もなくなってしまう。作り手がいなくなり、二度と手に入らない幻の技術にはしたくない。情熱があったとしても、生活ができなければ続けていくことができない。職人たちの技術を守るために、天草は世界に活動の幅を広げている。

　――読み終えて、晴美は吐息を漏らした。

（本人から聞いてはいたけど、こうして雑誌に載っているものを読むと、違った印象になるなぁ）

　夢を語っているのではなく、現実に行動をしているんだなと実感する。彼は実業家なのだ。ふんわりとした気配をまとって晴美と過ごす伸と、雑誌の中の彼の姿を心の中で重ね合わせてみるが、しっくりこない。

　彼をもっと知りたくて、別の雑誌に手を伸ばしてページをめくった。

　伸が買い物に出かけたり、仕事部屋にこもっている間はすることがないので、テレビに飽きると本棚にある小説を読んだり美術書を眺めたり、彼の載っている雑誌をめくるなどして過ごしていた。

　掲載された雑誌は当人に送られてくるものらしく、中には海外の雑誌もあった。当初は「自分の載っているものを読まれるのは、少し照れくさい」と言っていた伸だったが、何をしているのか知りたいと伝えると、はにかみながら過去に彼が取り上げられた雑誌を書棚の奥から出してくれた。

（なんだか、遠い世界の人みたい）

　もともとの出自からして、自分とは違っていると思っていたが、雑誌のページをめくるごとに、本当に自分はこの人と過ごしているのだろうかと不思議になってくる。

　大学時代にはもう、海外に着物をはじめ、反物そのものを販売する計画を実行していた。着物の生地でドレスやジャケットなどを仕立てるところから始めて、洋装と和装の融合を提案し、伝統的な海外の衣装の一部に取り入れる案などを、ファッションショーを開催して広めていた。

　いいものはいいと素直に認めてもらうだけだと、伸はインタビューに答えている。

　本質の良さを知ってもらいさえすれば、販路は広がる。自分は職人の技のすばらしさを紹介しているだけですと答えている記事の写真は、はにかみ交じりでありながら野心に満ちた顔をしていた。

（すごいなぁ）

　自分なりに懸命に日々を過ごしてきたけれど、伸とはスケールが違いすぎる。ため息をこぼして着物に視線を落とす。ちょっと襟をつまんで、重さをほとんど感じない薄物のグラデーションを眺めた。

　織ってから染めたのではなく、複数の糸を織り交ぜてグラデーションを描いたものだと教えられた。夜から朝に変わる、まだ闇が強い時間の世界を表現した作品らしい。

　ほんのわずかな色味の差を計算しながら織り上げる技術を思うと、気が遠くなりそうだ。

　繊細な織物の技術は、海外セレブに人気があると雑誌で紹介されていた。羽織をそのまま外套やガウンとして使用したり、着方をアレンジして日常で使用しているのだそうだ。ほかにも、サリーやヒジャブといった民族衣装の生地として紹介して、受け入れられているらしい。

　別の雑誌には、寒い国に羽織に綿を入れた半纏を提案して、商品を購入した若者が動画で紹介をしたことで認知が広がり、ルームウェアとして人気が出たと書いてあった。

　値段の高いものだけでなく、手に入れやすい値段の物まで。昔、浮世絵が海外に広まったのは、陶器を包む保護紙として使われていたものを見た海外の人が、芸術性の高さに驚いたのが始まりだと聞いた。それをヒントに、少しずつ〝いいものだ〟と知ってもらえれば職人の情熱を絶やさずに済むと考えた。

　販路を確保するための参考にしたのだとインタビューに答えている伸の言葉からは、あくまでも職人の技術継承が第一目的。儲けようという考えではないと伝わってくる。

　――職人さんがいてこその、呉服屋だからね。海外への販路を増やしたいと考えて、ここでいろいろとアイデアを練ったりしているんだけど、ひとりだとどうしても考えが広がらなくて。

（役に立てているのかな）

　彼の言葉を思い出し、不安に眉をひそめた。

　彼が用意をした着物を着て、ただ世話をされるだけの日々。掃除も洗濯も食事の支度すらも、伸は晴美に求めない。彼が欲しがるのは、キスやそれ以上の蜜刻だけだ。

　ふわっと頬が熱くなる。

　雑誌を閉じて、彼の淹れてくれたカフェオレに手を伸ばす。今日は朝食後、すぐに仕事部屋に入ってしまった。忙しいのなら食器くらい洗わせてほしいと言っても、断られた。ここにいる間、晴ちゃんはお姫様だからねと。

（お姫様）

　そんな柄じゃないと言っても、じゃあ飼い猫だと、やわらかな垂れ気味の目じりをさらに柔和に下げられる。

（こんなに、何もしないで過ごしていられるなんて、ほんと不思議）

　子どものころから、お手伝いをするのが当たり前だった。トイレ掃除や風呂掃除、食器洗い。包丁が使えるようになってからは、食事の支度もするようになった。

　実家に戻ると、あれこれと家事の手伝いをするのが当然だった。正月など親戚が集まる休暇の帰省後は、ひとり暮らしのマンションに戻るとホッとする。

（伸くんは、しんどくないのかな）

　ふたり分の食事を作り、洗濯をして、掃除もすべて彼がひとりで請け負っている。仕事中に晴美が退屈をしないよう、気を配ってくれている。買い物に出るときに必要なものはないかと聞いてくれる。遠慮をすると、僕のために閉じこもってもらっているんだからと返された。

（私に付き合ってくれているはずなのに、変なの）

　もとは晴美が「自分を変えたい」と望み、協力をさせてくれと伸が申し出てくれたのに、いつの間にか伸のために素肌に薄物を着て、彼に世話をされる日々を過ごすことになっている。

（気を使ってくれているのかな）

　遠慮をしないよう、配慮をしてくれているのだ。

（優しいなぁ）

　だからこそ、甘えているだけの時間が心苦しい。役に立てているという実感がないのは、足元がグニャグニャとしているみたいで落ち着かない。感謝をされたいわけではなく、何かをしたという感覚が欲しかった。

「晴ちゃん」

　声をかけられて、顔を上げる。Ｔシャツにジーンズ姿の伸に手招きされて、立ち上がった。ふわりと薄物の裾が揺れて、晴美の体に沿って落ち着く。

「これから来客があって、仕事の話をここでするんだ。だから、晴ちゃんは寝室にいてくれないかな？」

　ごめんねと晴美の大好きな、眉を下げた笑顔で言われる。こんな格好で人前に出たくはないので、うなずいた。

「大丈夫。おとなしくしておくね」

「ありがとう。ああ、もちろん何か必要なものがあれば……喉が渇いたとか、そういう時はノックをしてくれたら用意をするよ」

　耳にかかる髪をかき上げられて、甘い視線で見つめられる。

「お昼までには帰ってもらうようにするから。今日の昼食はケータリングになるけど、何が食べたい？　今のうちに予約をしておくよ」

「なんでも……伸くんが食べたいものでいいよ」

　チュッと額にキスをされる。

「僕が食べたいのは、控えめに僕を優先してくれる晴ちゃんだよ」

　伸の瞳に妖しい光がよぎって、晴美の肌が粟立った。

「来客前に、食べてもいい？　僕が晴ちゃんに飢えないように」

　うつむいて彼に身を寄せて、態度で了承を告げる。はっきりと「いいよ」と言えるほど大胆にはなれない。頭を引き寄せられて、髪に唇を寄せられる。

「ありがとう」

　ささやかれ、抱き上げられた。寝室に運ばれてベッドに寝かされる。

「晴ちゃん」

　カーテンが開け放たれた部屋は、夏の午前の強い日差しが差し込んでとても明るい。服を脱ぎ、裸体になった伸の腰にあるものは、わずかに大きくなっていた。覆いかぶさられ、髪を撫でられキスをされる。顔中に降り注ぐキスを受け止め、伸の髪に指を絡めて引き寄せた。晴美からキスをすると、伸はとてもうれしそうに頬をゆるめる。たったこれだけで、そんな顔をしてくれるのなら、もっともっとしてあげたいと愛おしさが湧き上がる。

「んっ、伸くん」

　唇を舌でなぞられ、薄く開くと口内をまさぐられた。上顎のヒダをくすぐられ、舌を絡めとられて引き出される。キュッと吸われると舌の根元から下肢に向かって、淫靡な電流が走った。

「ふっ、ぅん……あぁ」

　ヒクッと足の間が反応し、花弁がうごめく。たっぷりと口腔を愛されて、体中が薄桃に染まり目覚めていく。これから愛されるのだと期待が高まり、受け入れる準備が始まる。

「ん、ぁ……あっ、は」

　唇が顎を滑って鎖骨に触れる。キュッと乳房のなだらかな曲線に痕をつけられた。乳首を指の腹でくすぐられ、谷間の中心にも花びらを残された。

「ぁ、あ」

　淡々とした悦楽が生まれて、育っていく。伸はいつも緩慢で丁寧な指使いで晴美を高める。もどかしさが恋しさを募らせて、体中がトロトロになってしまう。

「は、ぁあう……ぅんっ、あっ、あ」

　色づきを舌でチロチロと刺激され、ポツッと勃ち上がった蕾を唇に含まれる。円を描くように舌を回して先端の縁をなぞられ、はじくように尖りをなぶられたかと思うと、軽く歯で揉むように噛まれた。強い刺激の後に乳頭を舌先でつつかれて、痺れに似た恍惚が波紋のように広がった。

「は、ぁん……伸くん……あっ、あっ」

　触れられていない花園に蜜が広がり、ふっくらと熟れていく。彼の頭を抱きしめて強い刺激が欲しいと望んでも、与えられない。焦らされて、もどかしくて、気持ちがよくて、早く欲しくて、けれどももっと味わっていたい。

　相反する感情に翻弄されて意識がうわずる。

「はぁ……んっ」

　早く食べたいけれど、もったいなくて食べられない。そんな状況にとても似ている。自分がごちそうになった気分になりながら、同時にお預けを食らっている心地にもなった。

　彼の口の中で胸の実が育っていく。コロコロと舌の上で転がされて、気持ちがよくて足が泳いだ。シーツを蹴る足を広げられ、恥丘に熱杭を押し当てられる。

「ふぁ、あっ……ん」

　胸を吸われ、もう片方を揉みしだかれて、硬くなった伸の熱情で恥毛を擦られる。それぞれの刺激で生まれた熱が波となってぶつかり交わると、身をよじるほどの快感に育った。

「はんぅ……うっ、ぁ、伸くぅ……んっ」

「可愛いよ、晴ちゃん。もっともっと、甘えた声を聞かせて？」

　濡れた乳首から唇が離れて、代わりに指でつままれる。もう片方の胸に唇を移した伸の腰が上下に動いて、高ぶりで秘裂をなぞられた。

「はぅ、ふ……あぁんっ」

　濡れてふやけた花びらが、伸を求めて波打った。奥へどうぞと誘うのに、求める熱は奥には来ない。

「んぁ……伸くん……あっ、ぁあ」

　彼が欲しくて、腰を浮かせて揺らめかせた。

「もう少し待って。もっと晴ちゃんをとろかせたいから……ごめんね」

　乱れた息を押さえつけた、興奮を含んだ声音にへその奥がジワリと興奮を滲ませる。先端がわずかに花びらの隙間に沈んで、入り口を擦られた。

「はっ、ぁ、あ……あっ、んっ、んぅ」

　あとちょっと奥に入れば蜜壺だと、晴美は伸の腰に脚を絡めて引き寄せた。

「ありがとう、欲しがってくれて」

　耳孔に艶めいた吐息を注がれ、気持ちがふくらみ達してしまいそうになる。いよいよ奥に来てくれると確信をしたのに、伸は腰を進めずに、先端で花びらの陰に隠れた欲芽をつついた。

「ぁあんっ」

　敏感な芽をグリッとつぶされ、目の奥がチカチカした。淫靡に凝った小さな突起は、全身を支配するほど強い電流を走らせる。あふれた愛液がかき回されて、じゅぶっぷちゅっと淫らな濡れ音が響いた。

「ふ……ぁひっ、ぅうんっ、あっ、ああ」

　ビクビクと痙攣する晴美の体は、伸の腕にしっかりと捕らわれている。跳ねる体が逃げないように、抱きしめてくれる伸の肌は火傷しそうに熱かった。

（興奮してくれている）

　一緒に高ぶり、気持ちよくなってくれている。悦楽の熱に溶けて、ひとつになるための準備をしてくれている。

「んぁ、あっ、伸くん……ねぇ、ああ、もう……っ、入れて……ナカに、来て」

　うながされて言うのではなく、初めて自分からはっきりと求める言葉を口にした。伸は目を丸くして、動きを止める。

（はしたないって、思われちゃったかな）

　後悔が脳裏によぎり、冷たいものが肌にそよいだ。

「ああ……晴ちゃん…………そんなことを言われたら、ガマンができなくなっちゃうよ」

　満面をクシャクシャにして、全身から喜色を放った伸に安心する。

「ガマンなんてしないで……伸くんの好きにして」

「ありがとう」

　チュッと鼻先にキスをされて、伸が離れる。きちんと避妊具をつけてくれる彼の気遣いがうれしい反面、我を忘れるほど欲しがってはくれていないのかなと、わずかなさみしさも感じてしまった。

（このまま、ナシでシてって言ったらしてくれるのかな……ううん。もしそれで、万が一ってことになったら、伸くんに負担をかけちゃう）

　自分のせいで、伸に責任を取らせるようなことになるのはイヤだ。これは期間限定の関係なのだから、いくら乱れても最後の節度は必要だ。だけど、でも……と考えていると、戻ってきた伸に不思議そうな顔をされた。

「どうしたの？」

「え……？」

「なんだか、難しい顔をしていたから」

　ベッドに腰掛けた伸に、髪をかき上げられる。顔を覗き込まれてぎこちなく笑顔を作った。別れの時を意識していたなんて、知られたくない。

「お客様って、お仕事の人なのかなって考えていたの」

　クスッと伸が微笑を漏らした。

「仕事関連で知り合った、友達だよ。心配しなくても、大丈夫だから。晴ちゃんは、なんの気遣いもしなくていいよ」

　とっさに出したごまかしの言葉を、伸が信じてくれたことに胸を撫でおろした。

「おとなしく、ここで過ごしていればいいだけ？」

　上目遣いに問うと、こめかみにキスをされた。

「欲しいものとか、したいことがあれば遠慮せずに言ってくれていいからね？　晴ちゃんは、僕のお姫様なんだから。自分を優先していいんだよ」

　甘い言葉にうなずいて、伸の肩に顔をうずめた。そんなこと、できるわけがない。きっと伸もわかっていて言っている。けれど、おとなしくして客の迷惑にならないようにと言われなかったことが、伸にとって自分が最優先の相手だと感じられてうれしかった。

「ねぇ、続き……して？」

　大胆な言葉をささやくと、深いキスとともに女の園に指を差し入れられた。たっぷりと濡れた個所をまさぐられ、充血した花芯をつままれる。

「んぁ、は……ふぅ……っ、伸くぅん」

　早く奥に入れてほしくて、晴美は腰を浮かせた。切ない瞳で欲しいと訴えると、指が抜けて熱杭があてがわれた。

　ようやく蜜路が求めていたもので埋められる。安堵と期待に胎内がキュウッと締まった。

「晴ちゃん」

　太腿を高く持ち上げられて、ズ、ズズ、ズ……と、晴美の体を気遣う速度で挿入される。

「んは……はっ、ぁ……伸くん、もっと……ねぇ、伸くんのしたいようにして」

　乱暴なほど激しく求められてみたい。贅沢な望みだろうか。それとも伸は、そういうやり方はしないのか。

「晴ちゃんに気持ちよくなってもらいたいから、僕のことは気にしないで。晴ちゃんは、お姫様なんだから。自分が気持ちよくなることだけ、考えてくれていていいんだよ」

　いやいやと首を振った。クスッと耳元で苦笑が聞こえる。

「優しいね、晴ちゃん」

（違う……私、もっと伸くんに求められたいの）

　心の中で叫んでも、口に出す勇気はまだなかった。愛されているという実感はあるが、錯覚ではないかと不安にもなる。幸福感が強ければ強いほど、怖さも比例して大きくなった。

（だってまだ、愛してるって言われていない）

　言われたとして、信用できるかどうか。信じたいけれど、自信のなさが邪魔をしている。彼が自分を好いてくれる理由を見つけられない。

　だから激しく愛されて、不安を打ち砕いてほしかった。抱かれている間だけでも、余計な考えを浮かべずに満たされたい。

「晴ちゃん、すごく可愛い」

「あうっ、んっ」

　膝裏を抱えられ、グリグリと奥を刺激された。これ以上ないほど肌が密着し、最奥点をえぐられる。

「ああ……晴ちゃん……熱くて、すごく気持ちがいい……キュウキュウすがりついてきて、ねだるみたいにうごめいて」

「ぁ、は……伸くん」

「ここを、僕の形にしてしまいたい」

　腰を引いた伸が、角度を変えて隘路を擦る。クビレにヒダがめくられて、グチャプチュと淫らな音が立った。

「は、ふぁ……あっ、あっ……あぁ」

「僕を感じて、もっと濡れて。何もかもをさらけだして、僕にゆだねて」

「あ……っ、もう……とっくに……ふぁ、ぜんぶ、ぅ……んっ」

　彼に何もかもを見せていると伝えても、伸は静かに首を横に振った。

「まだ僕に遠慮があるよね？　していないとは言わせないよ。気ままに過ごしていいのに、手伝うことはないかって気にしてる」

「それは……だって……っ、は」

　腰遣いはなだめるように優しくて、咎めるようにもどかしい。

「甘えてほしいんだ……誰よりもくつろげる相手になりたい……僕だけのお姫様なんだから」

「え……？　ああっ」

　グゥンと大きく弧を描かれて、背中がしなる。円を描くように抽挿されて、蜜を生み出す奥が震えた。

「は、ぁあっ、伸くんっ、あっ、ああん」

　勇躍した伸に翻弄されて、晴美は髪を振り乱した。理性が乱れて消えていく。

「んぁ、はぁあ……あっ、ああ」

　腰を揺らめかせて声を上げ、伸の首にすがりつく。淫らな音と荒い伸の息遣いに気持ちが猛る。

「ああ、晴ちゃん」

「ふぁ……ああっ、ん、伸くぅ……んっ、あっ、あ」

　繋がっている箇所が熱く溶けて、ひとつになる。押し寄せる波に身をゆだねて、飲み込まれて、悦楽の渦に翻弄されて高みへ向かう。

　伸の熱に支配され、余計なものが取り払われる。むきだしの晴美は伸を求めて声を上げ、純白の瞬間を目指した。

「ふっ、ぅ」

　短いうめきと共に熱波が押し寄せ、目の奥がはじけた。まばゆい衝撃に高く細い悲鳴が飛び出す。

「あっ、あぁあ――――っ！」

　語尾がかすれて音にならない。ビクビクと体を震わせる晴美の欲壁が窄まって、伸を絞った。

「く……はぁ、晴ちゃん」

　うっとりとやすらいだ声で呼ばれた晴美は、法悦に包まれた視界に伸を映してほほえんだ。やわらかな髪が、汗で額に張りついていた。幸せそうに頬をゆるめた伸にキスをされ、心も体も満たされる。余計な考えや不安など一切ない、幸福な時間に浸っていたくて目を閉じた。

　充足の笑みを浮かべる晴美の唇に、何度も伸のキスが降る。とろとろとまどろみかけていると、ズルリと伸が抜け出した。愛液が花園からあふれてシーツに垂れる。

「もっと抱き合っていたいけど、そろそろ来客の準備をしないと。ごめんね、晴ちゃん」

　目を閉じたまま、顎を少し引いてわかったと伝えた。彼の残像がまだ内側に存在感を放っている。消えてしまわないように引き寄せて、遠ざかる伸の足音を聞いた。扉の開閉の音がして、室内には晴美ひとりが残される。

　いくら引き留めておきたいと願っても、ゆっくりと余韻の波は引いていく。しばらくして扉が開き、伸が戻ってきた。目を開けると法悦の欠片が一瞬で消えてしまいそうな気がして、晴美はそのままじっとしていた。

　ふわりと温かなものが頬に触れた。ぬるま湯をたっぷり含んだタオルで丁寧に体をぬぐわれる。脚の間も綺麗にされた。

「ゆっくり眠っていて。おやすみ」

　チュッと音を立てて目じりにキスをされた。薄い毛布をかけられる感触がして、離れる足音がして、扉が閉まる音を聞く。

　いつまでも余韻に浸っていたいと望む晴美は、ひらひらと木の葉のように眠りの世界に落ちていった。

　話し声がして、目を覚ます。身を起こした晴美はヘッドボートに置かれている着物を手にした。紺色のそれは雪の結晶に似た模様が散っている。濃い色の着物だが、生地が薄いので伸の残したキスマークがうっすらと透けて見えた。前を重ねて、帯の代わりに長い裾を持ち上げて腰に巻きつけるとひざ丈になった。

　扉に近づき、音を立てないように開いて隙間からリビングを覗いた。会話は英語で、何を話しているのかわからない。笑い声が混じっているのと、弾んだ声の様子から親しい相手であろうと推測した。

（どんな人が来ているんだろう）

　雑誌で目にしたモデルの姿を思い浮かべた晴美は、ちらりと見えた華奢な腕にギクリとした。会話は男性の声だが、相槌として上がる笑い声に女性のものが混じっている。

（別に、女の人がいたっていいのに……どうして私、こんなに動揺しているの？）

　姿が見たくて、晴美はもう少し扉を大きく開いた。毛先をゆるく巻いている、こげ茶色の長い髪が見えた。オフショルダーのカットソーにタイトなロングスカート。すらっとした長身であることがうかがえる。彼女の奥には体格のいい男性がいた。こちらは堀の深い精悍な顔つきをしている。短くカットされた髪。太い眉。がっしりとした体をポロシャツと細身のボトムスに包んでいる。女性の顔は男性に向いているので、わからない。

　しばらく眺めていると、伸の姿が隙間の視界に入ってきた。手には真っ白なレースに似た着物がある。それを女性の肩にかけ、親しげに英語で話しかけている。女性は伸と身長が変わらない。伸に顔を向けた女性は、切れ長の目をした勝気そうな美人だった。

　同性でも見惚れてしまいそうなほどの美貌に、晴美は息を呑んだ。並ぶふたりが、異国の王子と王女に見える。

　ふたりは肩が触れ合うほど近くで言葉を交わし、女性はうれしそうに目を開いて、伸の首に腕を回したかと思うと、すばやく彼の頬にキスをした。

「っ！」

　伸はそれに笑顔を向けて、女性と見つめあっている。息がかかるほど顔を近づけたまま、ふたりは会話を続けていた。体格のいい男性が言葉を挟むことはない。それがふたりの自然な距離であるということか。

　バクバクと心音が激しくなって、足元がふらついた。扉を閉めて床にペタリと座り込む。

　震える指先を口元に移動させて、唇に押し当てた。

　あの人は、伸の恋人なのだろうか。見たところ、日本人ではなさそうだった。外国では親しい相手の頬にあいさつでキスをする習慣がある。きっとあれはそういうもので、特別なものではない。

　――そう、思いたい。

「っ……う」

　鼻の奥がツンとして、目頭が熱くなる。

（泣く権利なんてない。私と伸くんは、恋人同士じゃないんだもの。酔った私のグチを聞いてくれて、変わりたいって言った私に協力をしてくれるって申し出てくれただけ。誰でもいいから授かり婚をしちゃおうかなって言った私を危ぶんで、知らない誰かより素性のわかっている自分のほうが安全だからって、付き合ってくれているだけ。危険なことにならないように、私を心配して様子を見てくれているだけで、それ以上でもそれ以下でもない）

　必死に説得の言葉を紡いでみても、涙がぷくりと盛り上がって目じりから頬にこぼれる。ひとつ、ふたつと流れると、抑えることができなくなった。

「っ、う……っ」

　声を殺して、背中を丸めてうずくまる。ポロポロとこぼれるものを、なんとか止めようとがんばってみるけれどかなわなかった。体を引きずるように扉から離れて、ベッドに移動する。

　自分の体温がまだ残っているシーツに横たわり、頭から毛布をかぶった。

「ん、ぅ……っ」

　ひくっ、ひくっ、と喉を痙攣させて、晴美は静かに泣き続けた。胸がつぶれてしまいそうなほど痛くて、喉が詰まって息が苦しい。

　胸を張って堂々と、伸の恋人なのだと言えないことが悔しくて、情けなくて、悲しくて、目の前が暗くなっていく。

「伸くん……」

　どうすればいいのだろう。彼の恋人になりたい。本当の恋人として、愛されたい。体を重ねている間、誰よりも愛されているのだと感じられた。自分は特別な存在なのだという錯覚が、甘やかされるうちに生まれてしまった。

（やっぱり私には、無理だったんだ）

　何もしないで愛される存在になどなれないのだと、絶望が足元から這い上ってくる。彼に止められても、やっぱり気になるからと食器を洗うくらいすればよかった。料理や掃除をさせてほしいと、もっと食い下がればよかった。そうしたらもう少し、気持ちは楽になっていたかもしれない。

　世話をされるばかりでなく、一緒に住んでいるという実感を得られたら、ここまでショックを受けなかったのではないか。

（ううん……違う。きっと、同じ）

　たとえそうであったとしても、ふたりの仲睦まじい様子を目の当たりにしたら、きっとショックを受けていた。

（あんなに魅力的な人が近くにいるんだもの。私に本気になんて、なるわけない）

　たまたま再会した同級生。たったそれだけの縁で、伸はグチに付き合ってくれて、心配をしてくれた。

（悲しむんじゃなくて、ありがとうって気持ちにならなきゃ）

　裸体に着物を羽織って閉じこもる生活を求められたが、仕事のインスピレーションの役に立てているとは思えない。連休中に晴美が何かをしでかすのではと心配をして、家の中に置くための方便として言っているだけだろう。

（私、調子に乗って甘えすぎていたんだ）

　彼の好意にあぐらをかいて、夢を見過ぎていたのだと涙をぬぐってしゃくりあげる。手の甲で押さえても、涙は次から次へとあふれ続けた。

「わかっていたじゃない」

　声に出して言ってみる。

　――変わろうって行動をするのは、きっと不安で怖いよね。だけど、僕を信じてくれるなら、力にならせてほしいんだ。弱みを見せた僕になら、甘えてみてもいいんじゃないかな？　ひとりより、誰かと一緒のほうが行動できると思う。ほかの、見ず知らずの誰かよりも、素性がわかっている僕のほうが安心だよ。

　彼の申し出に迷い、短い期間の夢ということにして受け入れようと決めた。

（これは夢。現実の中で見る夢だから、覚めて当然）

　会社の長期休みの間だけ。

　わかっていたことなのに、忘れたわけではないのに、だからこそ静かな不安を抱えているのに、現実を目の前にしてショックを受けている。

　はじめからあきらめをもって受け入れた関係のはずなのに、泣いてしまうなんて。

　奥歯を食いしばって、晴美は必死に自分をなだめた。

　客が帰るまでに泣き止まないと。

（余計な心配や負担をかけたくない）

　体を丸めて自分をなだめる晴美の努力は、半分だけが功を奏して、残りの半分は無駄になった。




「おまたせ、晴ちゃん」

　ノックのあとに部屋に入ってきた伸を、晴美は笑顔で迎えた。泣いた分だけ多幸感が薄らいで、現実が戻っていた。

（この生活はもう終わりになる。明後日は出勤だから、明日にはマンションに戻らなくっちゃ）

　現実を思い出せてよかったと、晴美はジクジクと痛む胸を無視した。あれっと目をまたたかせた伸の手に頬を包まれる。

「なんだか、目が腫れぼったいね？」

　鼻が触れるほど顔を近づけられて、瞳を覗かれた。

「目も赤い……もしかして、泣いていた？　さっきのセックス、イヤだった？」

　顔を曇らせた伸の唇に、ううんと首を振ってほほえむ。

「怖い夢を見ていたの。本当に、とっても怖くて……思い出すのもイヤなくらい……だから、忘れさせてくれないかな？」

　遠慮がちに上目遣いで言いながら、伸の二の腕を掴んだ。

「大丈夫？　話すだけでも、楽になるかもしれないよ？」

　唇を引き結んで、ゆるゆると首を左右に動かした。

「忘れたいの」

　切なく訴えて、彼を掴んだ指に力を込める。じっと見つめてくる彼を見返す瞳に気持ちを乗せて、お願いと伝えた。

「それで、晴ちゃんは楽になれるの？」

　彼の案じ顔にうなずいて、体の力を抜いた。伸にしなだれかかり、抱きしめられる。

　あの女性は誰だったのかを聞きたい。ただの仕事仲間だと伸は答えてくれるだろう。気になって覗いていたと知っても、コソコソしている晴美を咎めず快活に。

（だから、聞いちゃいけない）

　部屋の奥に隠して、会わせないでいた。それこそが伸の真意なのではないか。仕事仲間に紹介をしない、隠していたい相手。肌が透ける薄物ではなく、きちんとした姿での対面も可能だった。本当の恋人ならば、仕事仲間に紹介しても問題はなかったはずだ。

（でも、伸くんは寝室にいるようにって言った）

　つまり自分は隠さなければならない存在だった。

（期間限定の、関係）

　もともと自分が「長期休みの間に変わろうとする」と伝えたのだから、伸を責めたりはできない。期限が決まっているから、伸は晴美に付き合う気になってくれたのだ。知り合いが危険な目に遭いそうになっているのに、放っておけるほど伸は冷淡ではない。

（わかっていた……だから、大丈夫）

　最後に積極的になって、たっぷり甘えて恋人気分を味わって、それで終わりにしよう。中途半端で日常に戻るより、思い切り堪能して後悔しないように行動をするほうがいい。

　ひと夏の思い出として大切にできるくらい、彼との時間を楽しもう。

「伸くん……思い切り、して」

　恥ずかしがって彼に任せるのではなく、心のままに彼を求める。

　泣きながらグルグルと巡らせた考えの末、吹っ切るためにそう決めた。失う怖さを、思い切り愛されて甘えることで乗り越えたい。いい思い出だったと胸に秘めて、日常に戻れるように。

（この思い出があれば、思い切り愛して愛された記憶があれば、きっと大丈夫）

　輝かしい時間を胸に秘めていれば、ほんのりとした暗い気持ちを抱えて生きていかなくてよくなるはずだ。

　だから――。

「怖い夢が吹き飛ぶくらい、気持ちよくしてほしいの」

　泣いた跡の残る目で訴えると、息を呑んだ伸の喉仏が大きく動いた。拒絶されるのではないかと、不安にヒヤリと胸が冷える。

「晴ちゃん」

　かすれた伸の声が、困惑気味でありながらも欲を含んだものでホッとした。

「伸くん……お願い、助けて」

　怖い夢から、私を助けて。

　怖くなるほど幸せ過ぎる、夢のような時間をたっぷりと味わわせて。

　これはきっと、テーマパークにいるみたいな日々。だから、思い切り堪能して、素敵な思い出にさせて。

　硬い表情でうなずいた伸の唇が、こめかみに触れる。目を閉じて彼の与えてくれるものに集中した。

　唇の隙間から漏れる、肌をくすぐるかすかな呼気に心が震える。キスをされたところから、順番に目覚めていく。かたくななものがほころんで、ゆっくりと開いていく。

「は、ぁ」

　吐息を漏らすと、舌先ですくわれた。伸の舌が晴美の歯列をつつく。口を開いて舌を伸ばし、彼の舌先に絡ませるとキュッと吸われた。

「ん、ふ……ぅ」

　鼻にかかった甘い声が自然にこぼれた。ゾクゾクと背筋が震えて、乳首がむずがゆくなる。触れてほしくて胸を反らし、伸の体に押しつけた。

「ふ、は……ぁ、んっ、ん」

　伸の頭を引き寄せて、より深いキスを求める。欲しがる晴美の望むまま、伸は口腔をまさぐった。

「ふぁ、んっ……んっ」

　ふわぁっと口内で広がっていく官能に、晴美はうっとりと意識をゆだねた。今目の前にあるものだけに集中し、余計な思考はすべて破棄する。自分を守り、逃げるためにまとっていた理性や理屈、過去の経験や記憶を脱ぎ捨てて、ただ彼に愛されるだけの存在になろうと本能に身を任せた。

「ぁ、ん……っ、はぁ……あっ、あ」

　首筋に彼の唇が流れて、乳房を手のひらに包まれる。やわやわと揉みしだかれ、沈む指に指を重ねた。

「んっ、もっと……伸くん……お願い」

　丁寧な愛撫はうれしいし気持ちがいいけれど、不安を砕いてもらいたい。捨てようとしているのに、ぬぐい切れないものを奪い去ってほしい。

　不安をたたえた晴美の瞳に、伸は深くうなずいた。絡めた指にキスをされ、乳頭をしゃぶられる。

「ぁ、はぁ……っ、んっ、ぁあ」

　舌先でこねられる胸先は、あっという間に硬く凝った。もう片方を指の腹でコリコリと転がされ、胸の芯からへその奥へと快感が走っていく。蜜壺がジィンと痺れて温まり、愛液が生まれた。

「はぁ……あっ、ん……伸くん」

　切なく呼んで、彼の髪に指を沈めた。脚の間がムズムズして、内腿を擦り合わせる。

「脚、開いて」

　乳首を口に含まれたまま求められて、晴美はそろそろと膝を開いた。脚の間に伸の体が入り、彼の腰に脚を絡める。

「んっ、伸くん」

「大丈夫……怖い夢なんて、いっぱい気持ちよくして、忘れさせてあげるから」

　妖艶な伸の微笑に鼓動が高まる。耳の奥にまで響くほどドキドキと激しい音は、彼にも聞こえているのだろうか。

　膝を高く持ち上げられて、脚を大きく開かれる。胸から離れた伸の唇が、腹を滑って恥毛に触れた。

　ブルッと震えた晴美は、尻が浮くほど脚を押し上げられて驚く。

「えっ、伸く……っ」

　女の園に彼の視線を感じて羞恥を覚えかけた瞬間、陰唇にキスをされて目を丸くした。

「ふぁっ、あ……ぁあ」

　舌でヒダをかき分けられて、グルリと舐められる。産毛が逆立ち、全身の毛穴から快感が噴き出した。

「ぁ、ああ……っ、そん、なっ、ところ……あっ、ああ」

　手を伸ばして彼の頭を押しのけようとするが、気持ちよすぎて指先に力が入らない。あふれる蜜液を、ピチャピチャと舐める音がする。濃艶な舌技に花びらがふくらんで、ヒダがヒクヒクと刺激を求めた。

「んぁあっ、は、ぁあ……あっ、あん」

　まさかそんなところにキスをされるなんて、想像もしていなかった。困惑した晴美は目を白黒させて、頭の芯がとろけるほどの快感に甘く啼いた。

「ふ、ぁあっ、んぁ、伸くぅ……んっ、ぁ、ダメぇ、そこ、ぁあ」

「どうして？　前に、晴ちゃんもしてくれたから、お返しだよ」

　濡れた個所にかかる息がくすぐったくて、気持ちがよくて、目の奥がクラクラした。伸の舌はたっぷりと女陰とたわむれ、秘裂をなぞって花びらに隠れている芯を捉える。なめらかな動きで捉われた肉の真珠に、舌が小刻みな振動を与える。キュウンと甘く切ない痺れが生まれて、恥ずかしいのにもっとしてほしくなった。

「ひっ、ふぁ……っ、そ、んぁあっ！」

　勃った恥芯をキュウッと吸われて、晴美は跳ねた。舌先で弾かれて、吸われて、唇で甘噛みされて、コリコリと歯先で優しくこねられる。

「んふぁ、あぁ……は、ぁあう……そ、あっ、だめぇ……っ」

　背骨が悦楽に満たされて、頭の芯が淫靡な喜びに埋め尽くされる。全身が濃い蜜に沈められ、喘ぐ晴美は鼻にかかった悲鳴を上げた。指が差し込まれ、花弁を開かれる。指先でグルグルと優しく円を描かれて、下腹が快楽に痙攣した。

「ひぅ……あっ、あぁうう……く、ぅあんっ」

　イヤイヤと首を振る。気持ちがよすぎて涙が滲んだ。快感に泡となってはじけて消えそうな自分の形を脚の指を丸めて必死にとどめる。しかし伸の口淫は絶妙で、晴美は濃艶な愉悦の渦に落とされた。

「ぁあ……あっ、あはぁあっ」

　腰を跳ねさせて無意識に逃げる晴美の脚は、がっちりと伸の腕に捕らえられている。蜜壺は愛液を洪水のようにあふれさせ、女の園からこぼれた蜜は尻の谷まで湿らせた。触れられていない乳首が疼いて、つまんで転がしたくなった。情動を抑えるために、シーツを握る。

「は、ぁ……伸くぅん……ダメぇ……そんなとこ……は、恥ずかし……っ」

「でも、気持ちがいいんだよね？」

　クスリと笑みを含んだ声に、カッと肌が熱くなる。火照った肌はこれ以上ないほどに興奮し、奥からとめどなく淫蜜が湧いてくる。たっぷりと愛液の絡んだヒダを指でかき回されて、淫靡な濡れ音が高くなる。ピチャピチャと獣が水を飲むような舌技の音も早くなり、上限だと感じたはずの快楽が、さらに高まった。

「んふぅ……あ、あぁ……っ、あっ」

　目の奥がチカチカする。どんどん激しくなっていく指と舌の動きに、晴美の尻が揺れて逃げる。それを追いかけた伸の顔が、グッと強く押しつけられた。鼻が恥毛に触れて、彼の呼気にそよぐかすかな刺激がスパイスとなり、陰芯や花弁に与えられる悦楽を増幅させる。

「ああっ、ダメぇ……イッちゃう……っ、伸くん……あ、ぁあ」

「ダメじゃないよ。イッてほしくてしているんだから」

　やわらかな声がひどく淫らで、頭がクラクラした。敏感な突起を吸われ、差し込まれた指が奥へ入った。ヒダが指に絡みつき、ねだるように揺れ動く。

「は、ぁあう……あっ、ダメ、あ、ああ、もぉ……っ」

　大きな波が押し寄せてくる。その先に法悦が訪れることを、伸に教えられた。絶頂が近いと察した伸が、さらに激しく指を動かし、舌で突起にたわむれる。ガクガクと体を揺らし、腰をくねらせる晴美は望む本能と怯える理性に挟まれながら、快感のうねりに呑まれて極みに達した。

「んぁ、あぁああ――っ！」

　淫らな悲鳴をほとばしらせて、多量の蜜を噴きこぼす。四肢を突っ張り、硬直して愛液をあふれさせる乱花から伸の息が離れた。跳ねた腰をなだめるような軽いキスを恥丘に受けて、弛緩した晴美は激しい快感の余韻をかみしめた。

「は、ぁ………はぁ……あ……ぁ」

　荒く上下する晴美の胸に、伸の頭が触れる。胸から首、顎、唇へと移動した伸の髪をまさぐって、口づけを交わした。

「んっ、ふ……ぅ……伸くぅん」

　間延びした声で呼ぶと、伸はクスッと笑みを漏らした。

「怖いもの、吹き飛んだ？」

　フルフルと首を横に動かして、伸にしがみつく。

「まだ」

　蚊の鳴くような小さな声で、つぶやいた。伸の耳朶に唇を寄せて、続ける。

「伸くんで、いっぱいにして」

　ギュッと腕に力を込める。

「うん」

　照れくさそうな伸の声が耳孔に注がれる。トントンと背中を叩かれて、耳元で「つけてくるから」とささやかれた。避妊具を取るために腕をゆるめてと示唆されて、さらに腕に力を籠める。

「晴ちゃん」

　駄々っ子を優しくたしなめるような声で呼ばれた。晴美は唇を引き結んで、腹の底に気合を入れてささやき返した。

「安全日……だから」

　伸が息を呑む気配に、晴美は固く目を閉じた。どうか拒絶されませんようにと強く祈る。

「晴ちゃん、それって」

　緊張にこわばった伸の声に、首を縦に動かす。

「ん……だから、このまま……離れたくないの」

　迷う様子が触れた肌から伝わってくる。どうか受け入れてほしいと、晴美は願った。

（一度でいいから、なんの邪魔もないままで伸くんを感じたい）

　薄い膜のような避妊具の距離すら取り払って、彼の熱を存分に味わいたかった。

　拒絶をされるのではないかという不安に、晴美の肌が細かく震える。

　彼の首筋に頭を擦りつけて、必死の思いで訴える。

「本当に、怖かったの」

「夢が？」

　コクリとうなずく。

「だから、ちょっとだけでも離れたくない」

　伝われと胸中で叫んで、伸にしがみついた。

　しばしの沈黙の後、額にキスをされた。

「わかった」

　腰に腕を回されて、彼を迎えるために膝を曲げて脚を広げた。火傷しそうに熱い塊が、洪水のように蜜をあふれさせた箇所に押し当てられる。

「んっ」

　くぷ、と先端が女の園に沈む。切っ先で縁をなぞられ、法悦の余韻を引き戻された。

「ふ、ぁ……は、ぁん」

　伸の瞳がやわらかく、優しすぎて泣きそうになる。胸がギュウッと絞られて、愛おしさがしたたり落ちた。

「っ……伸くん」

　迷子の子どもが助けを求めているような声で、晴美は伸を求めた。

「大丈夫、怖くないよ。僕は、ここにいる」

「ぁ、は……うん、うん……っ」

　耳朶を唇で噛まれて、舌先で耳の形をなぞられた。小さく肌を震わせる晴美をなだめるように、腰や肩を撫でる伸の指が切なくて、晴美は喉を詰まらせた。

「伸くん」

　体の奥で伸を感じたい。彼の体温に内側から支えられたい。心地よさが引きつれてくる別れの恐怖も、募る恋しさが生み出す苦しさも、極上の熱で溶かしてほしい。

　誘う晴美に応えた伸の熱杭が、蜜壺を目指して奥へと進む。ゆっくりと割り開かれて、埋め尽くされて、内側も外側も伸で満たされた。

「ふ……っ、ん……んっ」

　体を揺らして、突き上げてほしいとねだる。

「積極的だね」

「そのくらい、怖い夢を見たの」

（今、怖いくらい幸せな夢に溺れているの）

　胸の裏で涙を流し、晴美はほほえんだ。

「どんな夢か、やっぱり話してはもらえない？」

　こっくりと、幼い仕草でうなずいた。

「そっか」

　彼の吐息が頬にかかった。

　五年後か、十年後か……いつか、再会をしたときに笑い話として、あるいは懐かしい思い出として語れる日がくるかもしれない。

（そうなってほしい）

　これをいい思い出として、ふたりだけの秘密の時間だったと笑って、何事もなかったかのように話せる関係になれたなら。

　ふっ、と晴美の口の端に自嘲が浮かんだ。

　きっと、そんな日は来ないだろう。住んでいる世界が違いすぎる。近くて遠い存在。それが、伸だ。

　いつの間に、こんなに遠い人になってしまったのか。子ども時代はもっと気楽に、もっと気軽に接していたのに。

（大人になってしまった）

　彼を異性として意識しはじめた時期から、距離ができてしまった。

（ううん。距離を作ったのは、私）

　伸はずっと、再会をしてからも、晴美を「晴ちゃん」と呼んでくれている。変わらず親しみを感じて、付き合ってくれているのだ。

（ああ、私……どうして伸くんから離れたんだろう）

　周囲に気を使って、自分は伸にふさわしくないと思って、恋のライバルが増えていく様子を見ておじけづいた。親しく下の名前で呼ばれる女子として妬まれ、怯えた。

　何も悪いことをしていないのに、誰にとっても「いい子」でいようとして伸から離れた。

（変わりたい）

　切に願いながら、今回もまた遠ざかろうとしている矛盾に苛立ち、やはり自分はこのままなのかと呆れてしまう。

「伸くん……忘れさせて」

　彼と繋がってもなお、気弱に思い悩むグズグズとした自分を忘れさせて。

　噛みつくようなキスをした晴美に、伸は同じ強さで応じた。

「んぅう……ぅ、ふ……う、く……ぅんっ、ぁは……っ、ふぁ、あ」

　呼気を奪うほど強欲なキス。息苦しさと喜びに涙を浮かべた晴美の体が、激しく揺さぶられる。勝手に浮かんでくる彼との別れの瞬間を打ち砕いてほしくて、身をくねらせて声を上げた。

「んふっ、うは……あっ、あんっ、あっ、あはぁ……っ、くぁ、あんっ、あっ」

　突き上げられて離れた唇を追いかけられて、口腔をまさぐられる。体の中心が伸に満たされ、世界のすべてが彼で埋め尽くされた。

「伸く……っ、伸くんっ、あ、ああ……もっと、ねぇ、もっとぉ」

「ん、晴ちゃん……大丈夫、僕がいる……怖がらなくてもいいからね」

　あなたがいるから怖いのだと、心の中で叫んだ。この幸福が終わってしまう恐怖に囚われているのだと、快楽と悲しみの涙がこぼれる。

「んぁあ、伸くん、あぁ、熱い……いっぱい、ねぇ、伸くんで、もっと、ああ」

　髪を振り乱して欲しがる晴美に、汗を滲ませて伸が応える。うれしくて、切なくて、恋しくて、悲しくて。さまざまな感情の渦がふくらんで、淫艶な刺激に砕かれて散り散りになり、霧消した。

「はふっ、ぁ、ああ……伸く……ぅんっ、し……んく……っ、伸くんっ」

　必死に求める晴美に、汗を滲ませて与える伸の瞳が痛ましいほどの情愛に彩られている。

「晴ちゃん……っ、晴美……ああ」

　快楽に満たされた晴美の意識は浮き上がり、伸の声が遠ざかる。

　愛しているよ――と、聞こえた気がして、晴美は哀しくほほえみながら意識を手放した。









第四章　ふたりでゆっくり、すこしずつ








　軽いキスを交わして、笑顔で仕事部屋に入った伸を見送った晴美は、緊張を吐き出してカフェオレの残りを飲み干した。

　マグカップを流し台に置き、テレビのスイッチを入れると、朝のニュースバラエティ番組が映し出された。見慣れた顔が楽しそうに、最近のトレンドを紹介すると言っている。

　画面が切り替わって、部屋着姿の可愛らしい女の子がローテーブルの上に並べたコンビニスイーツを紹介しはじめた。気軽に楽しめるプチご褒美がテーマらしい。

（買って帰ろうかな）

　ズキリと胸が痛んだのは、これからの行動にためらいがあるからだ。

（うん、買って帰ろう！）

　行動に弾みをつけるために、目的を作った。

　唇を引き結んで気合を入れる。

　テレビはそのままにして寝室へ入り、ベッド下に隠しておいた服を取り出した。

　今朝、伸が買い物に出かけている間に探し出した、彼と再会をしたときに着ていた自分の服だ。

　素肌にまとった単衣を脱いでショーツに足を入れると、軽い締めつけに現実を呼び戻された。ブラジャーを身に着けてブラウスのボタンを留め、ストッキングを穿く。

　腰にスカートが落ち着くと、完全に夢から覚めた。

　同じく、ベッドの下に隠しておいたカバンを手にして、胸に抱えた。

　室内を見回して、名残を惜しむ。

（もう、おしまい）

「バイバイ」

　つぶやくと、鼻の奥がツンとした。もう、帰る時間だ。

　慎重に扉を開いてリビングに戻る。テレビの音に、扉の開閉音は紛れているはずだ。リビングを抜けて、玄関へ続く廊下へ足を踏み入れた。すぐそこに伸の仕事場の扉がある。前を横切るときは息を詰めて通り過ぎた。

　靴箱の中からパンプスを取り出して、足を入れる。久しぶりのヒールの感覚に背筋が伸びた。

　部屋に向かって頭を下げて、音を立てないように気をつけて鍵を開き、外に出た。閉じる音がしないよう、そろそろと扉を戻す。

「ふぅ」

　うまくいった。あとは帰るだけ。

「さよならっ！」

　部屋の中に聞こえないよう小声で鋭く言い捨てて、晴美は走った。じっとしていると迷いが生じそうだから、エレベーターを使わずに階段でエントランスを目指した。

　マンションのオートロックゲートを通るころには、息が弾んでしまっていた。履き慣れたパンプスのはずなのに、足が痛い。

　心の痛みをごまかせていいと、晴美は必死に走った。

　日曜の朝は人がまばらだ。スマートフォンの地図アプリで駅までの道を確認しつつ、伸に連れてこられたはずが酔っていたので覚えていない街中を進んだ。

　駅舎を発見し、あとひと息だと自分を励ます。

　改札口までの階段を駆け上り、視界に入ったコンビニに飛び込んだ。

「いらっしゃいませ」

　品出し作業をしていた店員が、わずかに顔を上げる。息を弾ませた晴美は会釈を返して、スイーツの棚に向かった。

　新商品と書かれたチーズタルトの上には、クリームとフルーツが載っている。その隣にある和風パフェとロールケーキも取って、そばにあったカゴに入れた。

　ドリンクの棚に移動して、普段は手にしないバリスタ監修の少し高い缶コーヒーもカゴに入れ、最後に絆創膏を手に取ってレジに向かう。

　無表情で会計を済ませた店員からレジ袋を受け取り、改札を抜けてホームのベンチに落ち着いた。靴を脱いで足を確認すると、擦り傷ができていた。トイレで、絆創膏を貼ってこようかと考えて、やめにした。最寄り駅までは、気持ちを紛らわせるために足の痛みを感じていたい。

　軽快な接近メロディが流れて、電車がホームに到着した。乗り込んだ車内には、ウトウトしている青年がひとりと、スマートフォンをいじっている若い女性。それからぼんやりと窓の外に視線を投げている老人がいた。誰も座っていない真ん中のシートに落ち着いて、スマートフォンの電源を入れる。

　パスワードを入力して、メールやメッセージの確認をした。ほとんどが通販サイトの宣伝メールで、ふっと口の端が持ち上がる。

（日常だ）

　いつも通り。

　ＳＮＳを開いて、楽しく過ごしているらしい友人の投稿にイイネをつけて、スマートフォンをカバンにしまった。

（何か、メッセージを残しておいたほうが、よかったかな）

　ひとこと「ありがとう」でも「お世話になりました」でもいいから、伸に言葉を残しておかなかったのは、未練があったからだ。これで最後と区切りをつける勇気が持てなかった。わずかな希望を抱えていたかった。いつか、という続きを夢見たかった。

（おとぎ話みたいに）

　もう終わりだと思ったときに、王子様がやってくる……なんて、現実には起こらないと知っているのに。

　ドラマのような展開が、自分に訪れるわけがない。

　世の中には、まるで物語のような恋愛の話がある。だけど、平凡で地味な自分には無縁のものだ。

（ううん。もう、充分すぎるくらい体験したから、これでおしまい）

　初恋の人と再会をして、甘やかされて愛された。普段とは違いすぎる生活を味わった。

（あとは、現実に戻るだけ）

　明日からは日常だ。いつもの感覚を取り戻さなくては。

　感傷に浸る余裕はない。余韻を味わえるほど強くはない。

　最寄り駅に到着し、駅のトイレでストッキングを脱いで、擦り傷に絆創膏を貼った。ホーム内にある待合室が目に入り、誰もいないそこに引き寄せられて落ち着いた。

　早く家に戻って普段の生活をしなくてはと思うのに、グズグズしていたい。彼のもとに戻る気はないのに、まだ家に帰りたくなかった。

（情けないなぁ）

　ため息をこぼして、コンビニスイーツを取り出す。

（エネルギー補給しよう）

　未練を断ち切るために、先にご褒美を食べてしまおう。

　チーズタルトの袋を開けて、口に運ぶ。甘酸っぱいフルーツと、なめらかな生クリームの舌触り。濃厚なチーズの味わいに目を閉じる。

　美味しいと感じているのになんとなく物足りなくて、そのままパクパクと口に入れ、和風パフェにとりかかった。こちらも味は感じているのに、意識がそれを認知しない。空気を口に入れているようだ。

　現実味が感じられない。

（重症だ）

　まだ夢の中にいる心地なのだと眉をひそめて、ロールケーキはコーヒーで流し込むように食べ終えた。

　立ち上がり、改札を抜けて家を目指す。

　足早になじんだ道を進んで、住み慣れたマンションのオートロックに鍵を差し込み、エントランスに入った。狭いエレベーターに乗り込んで、自室の階へ。

　鍵を開けて玄関にたたずみ、ワンルームの部屋を眺める。

　カーテンが開け放たれ、夏の朝の陽ざしに照らされている部屋が、なぜかよそよそしく感じられた。クラリとめまいがしたのは、室内にこもった熱さが原因なのか、なじんだはずの部屋が見知らぬ場所に思えたからか。

　クーラーのスイッチを入れて、気分を変えるためにシャワーを浴びることにした。

　丁寧に髪を洗って、体も入念にタオルで擦った。伸の残したキスマークは特に入念に、ヒリヒリするくらいまで。

　望みを振り払うために。

　淡い想いを、泡とともに洗い流したい。

　熱めのシャワーを浴びて、体だけはさっぱりとした。心はまだ、鬱々としている。

（掃除しよう）

　こういう時は、気分転換に掃除をするのが一番だ。

　濡れたままの髪をタオルで包んで、部屋着に着替えて掃除をはじめる。

　無心になろうと年末の大掃除なみに丁寧に、カーテンレールの上から順に掃除をし、それだけでは足りなくて持ち物の整理もした。

　部屋は驚くほど綺麗になって、いつか使うかもしれないとなんとなく取っておいたものを詰めたごみ袋をベランダに置いた。明日の朝、出勤前にゴミステーションに出さなくては。

（この中に、気持ちも入れられたらいいのになぁ）

　心の奥が疼いている。彼のいる場所に戻りたい。

（ううん、ダメ。あんな生活、ずっと続けられるわけがない）

　世話をされるだけの日々は、いつか破綻する。いつまでも甘えていられない。甘えられる理由は、もうない。

（会社が休みの間って約束だったし）

　今日で終わり。

　だから、彼の目を盗んでマンションを抜け出した。さようならと言われるのも、言うのもイヤだったから。

　夢のような時間が、本当に夢だったと――わかってはいるけれど――突きつけられたくなかったから。

　きちんとあいさつを交わして、終わりにしたほうが気持ちの整理がついたかもしれない。しかし、冷静に受け止める自信がなかった。だから、逃げた。ほんのわずかな希望を残していたかった。ありえないとわかっていても、あと少しだけ夢を見ていたかったから。

「ああ、もう！」

　はっきりと割り切れない自分に苛立ち、ベッドに寝転ぶ。髪を包んだタオルがパラリと外れた。

（髪、乾かさないと）

　思っても、起き上がる気力が湧いてこない。何もする気が起きなかった。狭い部屋がやたらと広く感じるのは、ひとりだからか。

（変なの）

　伸のマンションは、リビングだけでもこの部屋よりも広かったのに、それよりも広く寂しく感じるなんてどうかしている。

（いつも通りにならなくっちゃ）

　目を閉じて、細く長く息を吐く。まぶたの裏に伸の笑顔が勝手に浮かんで、耳の奥に彼の声が響いた。

　――晴ちゃん。

　十数年ぶりとは思えないほど親しみのこもった声に、心が揺れた。大人になった伸は、恋したころと変わらない優しさで晴美を包んでくれた。懐かしさと恋しさに甘えて、彼に負担をかけてしまった。

（お礼の品を送ったほうがいいよね）

　あのマンションにではなく、伸の実家へ。

　お中元には遅いから、残暑見舞いとでも言って。高いものは買えないけれど、世話になった礼はしておかないと。

（気持ちが落ち着いたら、百貨店に行こう）

　きちんと終わりにすると、心を整理できたら。

（大丈夫。きっとすぐに思い出にできるから）

　ざわつく気持ちに語りかける。恋心を抱えたまま、ゆっくりと伸から離れた中学時代。あれと同じことをすればいいだけ。大人になった今なら、もっとうまく切り替えができるはず。

（職場に行って、普段通りの時間を過ごしていれば戻れるよね）

　家に戻って掃除をする程度では、弱いのだ。だから踏ん切りがつかないでいる。

（情けない）

　けれど、どうしようもない。

　明日になれば、大丈夫。

　出勤をしてしまえば、日常の感覚は一気に引き戻される。

　そうなるはず。

　そうなってほしい。

（ううん。きっと、そうなる。だから、大丈夫）

　弱気と、それを説き伏せようとする理性が戦っている。気分転換のコンビニスイーツは効果がなかった。掃除だって、意味がなかった。

（普段とは違うことをしたから、余計に意識をしてしまっているんだ）

　ならば、いつも通りの行動をしよう。休日は、どう過ごしていただろうか。

（特になにもしていなかったなぁ）

　友達との約束がある日のほかは、ぼんやりしていた。趣味と言えるほどのものはなく、外に出ないままでいることもあった。用事といえば、スーパーに行く程度だ。

（そうだ。食材）

　一週間近く家を空けていた。冷蔵庫の中を確認しておかなくては。

　起き上がり、冷蔵庫を開けた。牛乳の賞味期限は今日までだが、ほかに期限の近い食材はなかった。冷凍庫も開けて、確認をする。弁当のおかず用の冷凍食品はまだ充分にあった。

（お昼ご飯、どうしよう）

　今は空腹を感じていないけれど、あとで食べたくなるかもしれない。カップラーメンのストックはあったが、昼と夜どちらもそれだと味気ない。

（伸くんは、いつもきちんと作ってくれた）

　たまにケータリングや総菜の場合もあったけれど、カップラーメンを出されたことはなかった。朝食もトーストだけでなく、必ずサラダやフルーツ、目玉焼きがついてきた。

（本当に、お世話されちゃってたなぁ）

　初めは何もしないでいることに居心地の悪さを感じていたが、だんだんと慣れていった。

（やっぱり、食器を洗うくらいすればよかったかな。でもまあ、もう戻らないんだし）

　今さら思っても、どうすることもできない。

　ズキリと胸が鈍く痛む。顔をゆがめて、晴美は頭を振った。考えてもしかたがない。スーパーに買い物に行こう。

　髪をドライヤーで乾かして、首のあたりでひとつにくくる。ジーンズとＴシャツに着替えて、すぐに戻るからいいだろうとクーラーをつけたままスーパーに向かった。

　改めて、今は夏なのだと陽射しの強さに目を細める。

　伸のマンションにいたときは、空調が効いていて過ごしやすかった。彼の部屋を後にして、夏の空気の中に出たのに気にならなかったのは、心に余裕がなかったからだ。頭の中は伸との別れで埋め尽くされていた。

　暑さが気になったのは、気持ちが少し落ち着いたからかもしれない。あるいは、心がわざと余白を作ろうとしているのか。

　わずかな距離を歩いただけで、汗をかくほど蒸し暑い。スーパーの休憩スペースには、涼を求めて来店したのか歓談している年配者の姿が多かった。カゴを手にして弁当や総菜のコーナーに行く。料理を作る気力が湧かないので、昼用にそうめんとサラダ。夜ごはん用に冷やしうどんを購入した。ついでにアイスも買って、夏の日差しの中に戻る。

　食べたいわけではないけれど、なんとなくアイスの袋を開けてかじった。バニラアイスを包む薄いチョコレートが、パリッと音を立てて割れる。ひんやりとした食感と共に甘さが広がった。

　伸への想いも、甘さを残したまま冷静に味わえたら楽なのに。

　溶ける速度に追いつくように、アイスをかじりつつ帰路を進む晴美は、マンションの入り口に人影を見つけて足を止めた。

（え……まさか）

　幻を見ているのだろうか。あるいは、蜃気楼？　願望がコンクリートから立ち昇る熱気の揺らぎに映っているのかもしれない。

「晴ちゃん」

　安堵と不安をないまぜにした伸に呼ばれて、晴美の手からアイスが落ちた。ポカンとしていると、小走りにやってきた彼に抱きしめられる。

「よかった……会えて」

　喉の奥から絞り出したような声に、夢ではないと理解した。

「なん……で？」

　質問に答えはなかった。晴美は黙って伸に抱きしめられたまま、中空をぼんやり眺めた。

　幻ではない彼の体温に、夏の日差しよりも強く熱く心を炙られる。

　放心していると、後ろから自転車のベルの音がした。我に返った晴美は伸の腕から逃れて、忌々しそうに舌打ちをして通り過ぎた男性に軽く頭を下げた。

「晴ちゃん」

　不安そうな呼び声に顔を向ける。

「ええと、伸くん……どうして、ここに？」

　どこに住んでいるのか、最寄り駅を教えはしたがマンションの場所までは伝えていない。

「晴ちゃんの家に電話をして、おばさんに教えてもらったんだ」

　バツの悪そうな顔で、頬をかく伸に質問を重ねる。

「どうして？」

「どうしてって、何も言わずにいなくなったから」

「あ……ごめんなさい」

　ううん、と伸が首を振る。

「軟禁状態が嫌になって、逃げたくなった？」

　今度は晴美が首を振った。

「約束は、今日までだったから」

「約束？」

「休みの間だけ、付き合ってくれるっていう」

　言いながらうつむくと、落としたアイスが溶けていた。あっという間に形を無くしたアイスクリームが、自分の心に見える。

　おしまいだと区切りをつけるはずが、抱きしめられた瞬間にまばゆい希望に溶けてしまった。

（ダメ……夢はもう、終わりなの）

　無言でいなくなったから、心配をしてくれただけ。彼は優しいから、最後まできちんと面倒を見るつもりでいてくれた。それだけのことだ。

「晴ちゃん、僕は」

「ごめんなさい」

　言葉を遮るために、勢いよく頭を下げた。そのままの姿勢で早口に言い訳を続ける。

「夢のような時間だったから、はっきりと終わりを作りたくなかったの。メモくらい残しておいたほうがよかったね。心配をかけて、本当にごめんなさい。お礼はまた、あとで送るから」

「終わりを作りたくなかったってことは、続けたかったってこと？」

　体が硬直する。口走ってしまったものは、戻せない。思考回路を高速で回転させてごまかす言葉を探しても、見つけられない。

「お礼をしてくれるのなら、今がいいな。晴ちゃんの部屋に上げてくれる？」

「そ、れは」

　頬を引きつらせて頭を上げる。

「僕の部屋で過ごしたお返しに、ね」

　さわやかな伸の笑顔に、考えるよりも先にうなずいてしまった。




　気分転換に大掃除をしておいてよかった。

「狭いけど」

　玄関を開けて、伸を招き入れる。座椅子クッションを彼に勧めて、座ってもらった。

「コーヒー淹れるね」

　買ってきたものを冷蔵庫に入れて、湯を沸かす。少量の湯でインスタントコーヒーを溶かし、大量の氷を入れてかき回してアイスコーヒーにした。

　伸はブラック。自分はカフェオレ。

「何もなくて、ごめん」

　クッキーなど、気の利いたものは置いていない。せめてチョコレートでもあればよかったのに。

「急に来た僕が悪いから」

　グラスを手にした伸が、うれしそうにグラスに浮いた水滴を指の腹でぬぐった。

「晴ちゃんにコーヒーを淹れてもらうのは、初めてだな」

「ごめんなさい」

「なんで謝るの？」

「お世話、してもらってばかりだったから」

　伸の向かいに座って目を伏せると、クスクスと笑われた。

　室内をぐるっと見回した伸が、あこがれを含んだまなざしでつぶやく。

「ここで過ごしたら、今度は晴ちゃんがお世話をしてくれるのかなぁ」

「えっ？」

「なんてね。冗談だよ」

　いたずらっぽくニンマリされて、「なぁんだ」と安堵と落胆をないまぜにした声が漏れた。ほんの一瞬、彼を養うという考えが浮かび、自分の経済力では到底無理だと苦笑を浮かべる。

（私にいくら経済力があったって、そんなことにはならないし）

　自分に養われる生活を、伸は望まないだろう。

「僕が何もしなくていいって言ったんだから、気にしないで……って、晴ちゃんが気を使う子だってわかっているのに、気にさせちゃう言い方をしてごめんね」

　親しみのこもった笑みで小首をかしげられ、晴美の心がわずかにほぐれる。

　今朝もキスをした仲なのに、居心地が悪くてソワソワしてしまう。

「あの……それで、ええと」

　もじもじしながら上目遣いで、用件は何かと視線で問うた。にっこりとした伸がグラスをちゃぶ台に置いて座り直す。

「晴ちゃんは、どうして僕の提案に乗ってくれたの？」

　目をパチクリさせて、にこにこしている伸を見つめる。小首をかしげた伸が、問いを重ねた。

「ねぇ、どうして？」

「どうしてって……だって伸くんが、私を気遣ってくれて、だから」

「いくら知り合いだからって、親しくしていたのは子ども時代だし、十数年ぶりの再会だよ？　怪しむとか警戒をしなかったのは、どうしてなのかな」

「そ……れは、その」

　じっと見つめられ、うつむいてモゴモゴと返事をする。

「伸くんなら、安心かなって。お互い、身元も知っているし、助けてくれたし、私のことを心配してくれたんだなって思ったから」

「僕じゃなくても、身元を知っている相手だったら晴ちゃんは受け入れた？」

　ぐっと顔を近づけられて、口ごもる。

「ねぇ、晴ちゃん」

「う……だ、だったら！　伸くんはどうなの？　誰にでも、あんなこと……っ」

　問い詰められて、晴美は勢いよく顔を上げて喧嘩腰に言い放った。穏やかな笑みで首を振った伸の手が、晴美の頬に触れる。

「誰にでも手を出す男に見えた？」

　切ない響きの声に、胸が詰まった。

「晴ちゃんだから、言ったんだよ」

　静かに告げられて、瞳の奥を覗き込まれる。まっすぐな伸の視線に、恋しい心がたぐられる。

「私、だから？」

　うん、と伸が目じりを染める。

「晴ちゃんだから。なんにでも一生懸命で、自分を後回しにする晴ちゃんが、自分のことを優先しようとしている姿を見て、傍で支えたいって思ったんだ。僕でいいのなら、いくらでも手を取って進んでいきたいって」

　控えめな物言いに、晴美は彼の真意を知ろうと目を凝らした。澄んだ瞳に困惑顔の晴美が映っている。

「部屋から出たら晴ちゃんがいなくて、もしかして義理を感じて付き合ってくれていたのかなって考えた。だから、理由を聞きに来たんだ」

　口元には笑みをたたえたまま、瞳に苦痛を浮かべた伸の真剣な様子に期待が高まる。

（まさか、そんな……でも、夢の続きを見てもいいの？）

　おそるおそる口を開いた。

「伸くんこそ。私のグチを聞いて、危ないなって思ったから付き合ってくれたんじゃないの？　放っておいたら大変なことになるかもしれないから、見張っておこうって考えたんだよね？」

「危ないなって思ったのは、正解。見張っておこうっていうのは、ちょっと違うな。晴ちゃんは警戒心が強いのか弱いのか、よくわからない時があるから。あの酒場でも、気を使ってお酒を断れなかったから、危険な目に遭いかけたわけだよね？　あんなふうに、自分を変えようとして、無自覚に危険に飛び込んでいきそうな気がしたんだ。だったら、僕が晴ちゃんの盾になろうって思ったっていうか……ううん、違うな」

　キッと伸の瞳に鋭さが生まれる。

「僕が晴ちゃんを変えたいと思ったんだ」

「なんで？」

「なんでって、好きだからに決まっているじゃないか」

　さらりと言われて、晴美はキョトンとした。

「でなきゃ、手を出したりしないよ。手を出したからには、最後まで責任を持つつもりでいる」

　破壊力抜群の告白に、晴美は困惑した。

「プロポ―ズみたい」

　まさかそんなと、受け止めきれずに頬を引きつらせる。伸はポケットからベルベットの巾着を取り出した。口を開いて手の上で逆さにすると、銀色のリングがコロンと落ちた。

「みたい、じゃないよ」

　リングをつまんだ伸に左手を取られる。

「ずっと、晴ちゃんのことを想ってた。気がついたら疎遠になっていて、どうすればいいかわからなくて……まさか、こんなにも会わなくなるなんて想像もしていなかったから。あれは子どものころの、たわいない恋だったんだって思おうとしても、胸のあたりがキュウッとして、苦しくなった」

　胸の上に、伸が手を置く。伏せられたまつ毛が震えて、切なげな瞳の色を暗く沈めた。ゆっくりとまぶたが上がり、真摯な光に見つめられる。

「あそこで晴ちゃんの姿を見つけた時、幻覚なんじゃないかって思った。長年、会いたいと望み続けたから、見間違えたのかもしれないとも考えた。でも、どう見ても晴ちゃんで、声をかけて……再会をして改めて気がついたんだ。僕はやっぱり、晴ちゃんが好きなんだって。子どものころからずっと、晴ちゃんだけが好きなんだって。一緒に過ごして、確信が強くなっていった。――ねぇ、晴ちゃん。休みの間だけじゃ、長年培ってきた意識は変えきれないよね？　ちょっと違った体験をした。思い出ができたって程度のはずだよ」

　左手の甲にキスをされ、真剣な瞳で告げられる。

「これからゆっくり、僕と一緒に変わっていこう。今までの人生よりも長い時間をかけて、甘え方を教えたいんだ」

　晴美の心に、伸の言葉が突き刺さる。刺さったところから熱い想いが滲み出て、声が震えた。

「夢じゃ……ない、よね？」

「夢にしたいの？」

　思い切り首を横に振った。

「じゃあ、現実として受け止めてくれる？　僕のプロポーズ」

　グッと息が喉に詰まって、返事ができなかった。

（これは、夢…………じゃない……んだよね？）

「答えがイエスなら、うれしいんだけど。指輪をはめさせてもらっても、いいかな？」

　ぎこちなく首を縦に動かすと、左手の薬指にリングを通された。

「はぁ……よかった」

　心の底から安堵と喜びをこぼした伸の吐息に、想いの深さがこもっていた。ポロリと晴美の目じりから、涙がこぼれる。

「どうして泣くの？」

「っ……うれしくて、信じられなくて」

「僕が信用できない？」

「違っ……私より、ずっとキレイな仕事相手から私を隠したから」

　泣き顔を見られたくなくて、両手で顔を覆う。優しく髪を撫でられて、彼の胸に引き寄せられた。

「僕の彼女って紹介をして否定されるのもイヤだったし、友達って紹介もしたくなかったんだ。僕たちの関係は説明しづらい状態だったから」

　ごめんねと耳元でささやかれる。

「今度、きちんと紹介するよ。僕の生涯のパートナーだって。ふたりの姿は、覗き見ていたの？」

　コクリと首を動かして、喉を詰まらせながら言う。

「キス……してるのを見たの」

「もしかして、それで僕と彼女が恋人か何かだと勘違いして、こっそり出ていくことに決めちゃった？」

　答えずにいると、髪にキスをされた。

「彼女は妹みたいなものだよ。もうしないように言っておくから安心して」

　顎を持ち上げられて、額にキスをされる。

「僕が好きなのは、晴ちゃんだけだよ」

　とろける笑みと最高に甘い声。

　たったそれだけで、晴美は溶けた。

　ふにゃりと力を失った体を抱きしめられる。

「晴ちゃん？　どうしたの……大丈夫？」

「幸せすぎて、やっぱり夢なんじゃないかって」

　うわごとみたいに返事をすると、唇を重ねられた。

「夢じゃないって証拠を行動で示したいんだけど、いいかな？」

　オスの気配をかもした伸に、晴美の下腹が疼いた。

「ん……して」

　かすれた声で答えた晴美は、笑みを深めた伸に抱き上げられた。ベッドに寝かされて、Ｔシャツを脱ぐ伸を見上げる。

「僕が晴ちゃんをどれだけ好きか、再会してから毎日たくさん行動で伝えてきたと思うんだけど、まだ足りてないみたいだから言葉もつけるね」

　覆いかぶさられ、頬を重ねられる。自分よりも高い伸の体温が、想いの熱のようで心地いい。

「控えめで、おとなしいのに芯はしっかりしているところ、かっこいいなって昔から思ってた」

「んっ、ぁ」

　耳朶を唇で噛まれて、耳孔に舌を入れられる。舌先でくすぐられ、ぐるりと耳の縁をなぞられてゾクゾクした。

「さりげなく人の手助けをするところ、優しいなって尊敬してた」

「は、ぁ……んっ」

　Ｔシャツの中に手を入れられて、ブラジャーごしに乳房を手のひらで包まれた。やわやわと沈む指を素肌に感じたくて、ホックが外れないかと身じろぎをする。

「ちょっとさみしそうな顔で、遠慮をしている姿がいじらくてたまらなかった」

「ぁ、あ……っ」

　布越しに乳首をなでられ、もどかしさに体が揺れた。指の腹で円を描くように撫でられる胸先が、じわじわと尖って淡い悦楽に熟れていく。

「周囲に遠慮して、僕から離れていくのを止められなかったことが悔しくて、どうして告白しなかったんだろうって後悔をしていたんだ」

「ふぁ、あ……あぁ」

　ツンと立った乳首を指の腹でつぶされて、こねられる。ブラジャーのホックを外されて、ふわりと浮いたワイヤーから解放された乳房に伸の指が沈んだ。耳孔をくすぐっていた舌が移動して、乳頭を含まれる。チュクチュクと吸われて、心にたまった愛おしさが彼の喉に流れていった。もっと吸って、長年の想いを彼に受け止めてもらいたい。勝手に遠慮をして、誰にとっても「いい子」でいるために、しなくてもいい遠慮を浮かべて離れた後悔を愛撫で解いてもらいたい。

「は、ぁあ……ああ、んっ、あ……ふ、ぁあ」

「心のどこかで、晴ちゃんと僕は離れたりしないって慢心してた。いつかふたりは結ばれるんだって、勝手に思い込んでいたんだ」

　胸先から唇を放さずに静かに語る伸の舌技は、声の調子とは裏腹に想いの激しさを示すように荒々しい。舌に絡めとられ、翻弄される胸先はこれ以上ないほど硬く凝って味わわれる。乳房の根元を掴まれて、グッと持ち上げられると胸の芯に甘い恍惚が生まれた。腹の奥がトクンと震えて熱を帯び、湧いた愛液が女の園を潤していく。

「ど、うしてっ……ぁん」

「小学生の……二年か三年だったと思う。僕のお嫁さんになってくださいって言ったことがあるんだけど、覚えてる？」

　両方の乳首をこねられながら顔を覗かれ、晴美はまつ毛を震わせた。

「ぁ、あ……っ、覚えてる……は、ぁあ」

「あの時、いいよって言ってくれてうれしかった。あの約束は、ずっと有効だって思っていたんだ」

　ズボンごと下着をずらされて恥毛をまさぐられると、陰唇が淫らな期待に収縮した。しっとりと愛液に濡れた秘裂をなぞられて、求めるように尻が揺れる。

「ふ……っ、あ……伸く……っ」

「だから、晴ちゃんは僕の提案を受け入れてくれたんだと考えた。でも、本当にそうなのかなって不安にもなったんだ」

　指が花びらに沈んで、かき混ぜられる。蜜と空気が合わさって、プチャ……と淫靡な音がした。ヒダをかき分ける指の動きは優しくて、じれったいほど緩慢だった。言葉と指で徐々に高められる晴美の心はうわずり、体中の性感帯が目覚めて伸を待っている。

「自信がなくて、晴ちゃんの手伝いをするなんて言い方をして、気持ちを探った。最後の日にプロポーズをしようと思って、指輪を買っておいたんだ」

「ぁ、ああ……っ、伸くん……自信、なんて……私のほうが……っ」

　老舗呉服店の御曹司で、秀麗な容姿と柔和な物腰を持つ伸は、誰が見ても非の打ちどころのない人物と映るだろう。そんな彼が「自信がない」と臆病になるほど想ってくれていたのかと、喜びに胸が苦しくなった。

　左手を握って、薬指にある指輪の感触を確かめる。確かな硬さが、そこにあった。彼の想いは本物で、ずっと想い続けてくれていたのだと思うと、うれしくて泣きたくなった。

「グズグズして、ごめんね。頼りない僕だけど、晴ちゃんとふたりで生きていきたいんだ。僕と一緒に、変わっていこう？　素直に甘えられる相手にならせてほしい」

「ん……伸くん。私も……がんばる。伸くんにふさわしいって自信を持てるように、なるね」

　苦笑した伸に首を振られた。

「晴ちゃんは、充分すぎるくらい魅力的だよ。がんばらなくていい――がんばらない、素直に甘えられる晴ちゃんを見せてもらえるように、僕ががんばらなくっちゃいけないんだ」

　伸の言葉は、彼自身への決意のように聞こえた。

　ジーンズごと下着も脚から抜かれて、大きく開かれる。トロトロとあふれる蜜で、陰唇はすっかり濡れそぼっていた。そこに伸の熱い想いがあてがわれる。先端で軽くつつかれ、上下に淡く擦られた。

「は、ぁ」

　ヒクヒクとヒダが波打ち、熱杭の先端を奥へと誘う。そこはもう、とっくに迎える準備を整えていた。

「でも、そんなふうにがんばろうとする晴ちゃんだから、僕は好きになったんだ。支えたいと、ずっと願っていたんだよ」

　獣欲をみなぎらせた瞳で、伸は優しく語りかけてくる。欲情を抑え込む彼の姿がいじらしくて、晴美はほほえんだ。

「いつもより早くて、ごめん。晴ちゃんと繋がりたくて」

　荒い息を抑え込み、申し訳なさそうに眉を下げた伸の頬を、晴美は両手で包んだ。こんなにも大切に気遣ってくれる人がいるのなら、きっと自信を持つことができる。それが愛おしい相手ならなおさらだ。彼と共に過ごしていれば、きっと彼の求める「がんばらない私」を、伸にだけ与えられる。

「私も、伸くんとひとつになりたい。伸くんで、いっぱいにしてほしい」

　照れくさそうにうなずいた伸に抱きしめられて、ゆっくりと花びらを割り開かれる。愛液に助けられて、秘蜜の路を進むたくましいものに押し出された空気を、喉を反らして吐き出した。

「は、ぁ……ああ……あっ、あ、はふ、ぅ」

　伸の肌と晴美の肌が、ピッタリと隙間なく合わさった。抱きしめられて、外側も内側も伸で満たされる。

「晴ちゃん」

　幸福に上ずった伸の笑顔にほほえみ返して、彼を抱きしめ返した。

「伸くん」

　なんの気負いもなく呼び合っていた、子どものころと同じ声音で名を呼んで、こつんと額を重ねる。胸の奥が照れと喜びにくすぐったくなってクスクス笑うと、揺れた腹筋につられて蜜路が締まり、ふたりは同時に快感にうめいた。

「っ、はぁ……晴ちゃん、愛してるよ」

「ん、ありがとう。私も……伸くんのこと」

　照れくさくて、「愛している」とはっきりと口に出せなかった。もじもじしながら彼を上目遣いに見て、ぽつりとつぶやく。

「夢みたい」

「夢じゃないよ」

「本当だってこと、教えてくれる？」

「もうイヤってくらい、たっぷりね」

　茶目っ気たっぷりにウインクをした伸が勇躍する。グゥンと突き上げられて、晴美は嬌声を響かせた。

「ひぁあっ、あ、ああ……あっ、ああんっ、あ、ああ」

　大きくスイングする情熱に煽られる内側が、淫らにとろけて肉茎にすがりつく。もっともっととヒダが絡んで猛りを煽り、強直が硬さを増した。

「んぁあ……伸く……おおき、ぁ、ああ」

「苦しい？」

　激しく首を振って、彼の顎にキスをする。

「し……伸くんで、いっぱいになって……うれし……っ」

　喘ぎに言葉を途切れさせながら、伝えた晴美に伸がほほえむ。

「僕も、晴ちゃんに包まれているよ」

「あんっ」

　グリグリと奥を刺激され、淫壁が収縮して伸のたくましく反り返った情愛を締め上げる。

「ほら、ね？」

「んぁ、伸くん……んっ、はぁ」

　抱かれているだけでなく、彼を抱いてもいるのだと喜びに心を震わせて、晴美は満面に笑みを浮かべた。一方通行ではない想いは、なんて幸福なのだろう。愛おしさに陶酔をして、体を揺らす。

「っ、伸くん」

　彼をもっと高めたい。欲しいし、求められたい。セックスがこんなに充実したものだなんて知らなかった。心も体も満たされるものだなんて、初めて知った。

「ありがとう、欲しがってくれて」

「私も……っ、だから、ねぇ……もっと、ひとつになりたい」

　ふたりの境界が溶けてなくなるくらい、熱く激しく絡み合いたい。

　晴美の望みを、伸は叶えた。肩に膝がつくくらい体を折られて、大きな動きで突き上げられる。荒々しい濡れ音が響いて、伸の呼気が野生の獣のように乱れた。

「んぁ、あっ、は、ぁあ、伸くぅ……っ、いっぱ……伸くんで、あ、溶け……っ」

「晴ちゃん……僕も、溶けそう……熱くて、すごく、気持ちいい」

　全力疾走をしているかのように、心音が痛いほどにバクバクと高鳴った。濡れ音と伸の荒々しい息と、内側に響く鼓動に鼓膜が震えて意識が乱れる。嵐に揉まれる小舟のように、伸の律動に翻弄される晴美は、思いのままに追い立ててくる伸の情愛に身をまかせた。ずっと求めてやまなかった、彼の望むままの動きに満たされる。

「ああ、伸くん……伸くん」

　切なく甘く、淫らに叫んで彼を求める。激しさを増した彼にしがみつき、自らも体を揺らした。

「ああ……ああ、伸くんっ、あ、ああ……っ」

「晴ちゃん……っ」

　息を弾ませて求めてくる彼が愛おしくて、晴美は艶やかな悲鳴の合間にキスを繰り返した。揺さぶる伸もそれに応える。

「んふ……ふはぁ、あっ、あんっ、ん……ふぅ……うっ、んんっ、ん」

　舌を伸ばして絡め取られて、口の中にも濡れ音が立つ。穿たれる花園の音と口腔の音が晴美の内側で混ざり合い、恍惚の海が生まれた。

「んぁ、あぁ……は、ぁあう、くぁ、ん……っ、伸く……ぅう、んっ」

「ふ、晴ちゃん……っ」

　荒れ狂う愛欲の波に呑まれて喘いでいた晴美は、まばゆい衝撃に襲われて意識をたわませた。ビクンビクンと痙攣する体をしっかりと抱きすくめられ、想いを噴き出した伸にわななく隘路を擦られる。余韻のさざ波に揺られていると、硬さを取り戻した熱杭に恍惚の荒波に引き戻されて、晴美はまた淫らな声を響かせた。

「ひぁあ、あっ、ああん……は、ぁ……ああっ」

　はじけてはゆるゆると穏やかになり、ふたたび強さを取り戻す悦楽にさらされて、晴美はひたすら幸福を味わい続けた。

　ヒリヒリと痛みを帯びた喉は、冷たい水で冷やしても落ち着きそうにない。愛され続けて甘い啼き声を響かせた晴美の喉は、疲労困憊していた。

「本当に、その声のまま仕事に行くの？」

　目玉焼きを焼く伸に問われて、晴美はうなずいた。たったひと言「うん」と言うだけでも、喉に音が引っかかってしまう。今日はなるべく声は出さずに過ごそうと決めていた。

　トースターが小気味いい音を立てる。焼けたパンにマーガリンを塗る晴美の横で、伸が皿に目玉焼きを載せた。

「今日くらい、休んでもいいんじゃないかな」

「でも、長期休暇の後だから」

　ざらざらとした自分の声に顔をしかめると、チュッと軽く唇をかすめ取られた。

「自分を変えたい週間は、まだまだ始まったばかりだし。僕としては、想いが通じた余韻をかみしめたり今後のことを相談したりしたいんだけど」

　おどけた調子で休みを取るようそそのかされて、甘い気配に胸がときめく。

「今後のこと？」

「今後のこと」

　しっかりと繰り返されて、薬指の指輪を親指で撫でた。

（私も、伸くんともっと過ごしていたい……けど）

　生来の真面目な気質が頭をもたげる。迷う晴美の頬に、伸の唇が触れた。

「無理はしなくていいよ、僕のワガママだから。仕事から帰ってきてからでも、話はできるし」

「う……ん」

　心が揺れる。気持ちとしては伸とゆったり昨夜の余韻を味わっていたいけれど、会社をずる休みするという罪悪感にみぞおちのあたりがモヤモヤした。

　悩みつつトーストを目玉焼きの載った皿に置いた。伸がフライパンを洗う水音を聞きながら、カチッと鳴った電気ケトルを持ち上げてインスタントコーヒーを淹れる。氷をたっぷり入れてかき回し、アイスコーヒーにする。あっという間に小さくなって、溶けてしまった氷の後にまた氷を追加して牛乳を注いだ。

　溶けた氷を過去の自分になぞらえて、牛乳と混ざり合うコーヒーを見つめた。

　伸の情熱に溶かされて、かたくなだった色が柔和な色に変化する。

（せっかく一歩を踏み出したんだもの。きっかけを手放しちゃ、ダメだよね）

　自分がいなければ仕事が回らなくなるというほど、重要なポジションにいるわけではない。連休明けだが相手企業も今日が休み明けなのだから、忙しくなるのは明日からのはずだ。

　よしっと決めて、チュッと彼の鼻先にキスをしてからスマートフォンに手を伸ばす。ひょいと眉を上げて「おや？」という表情になった伸に、共犯を示すいたずらっぽい顔を向けて画面をタップし、会社の番号を呼び出してコールした。

　コールの間、不安と緊張で心臓のあたりが硬くなる。電話を取ったのは課長だった。気持ちは前のめりになりながらも、不安と遠慮のせいで気弱な声になった。

「おはようございます、富山です…………はい、風邪を…………ええ、すみません。はい、はい……ありがとうございます……はい、では、失礼します」

　通話を終えると、ドッと疲れと罪悪感が押し寄せた。大仕事をやりとげた後のように息をつくと、背後から抱きしめられた。彼のぬくもりに気負いが抜けて、無事に終えた安堵が広がる。

「どうだった？」

「すごい声だねって。残っている有休を使ったらいいって言ってもらえた」

「そっか」

　頬にキスをされて、体ごと振り向いて伸の腰に腕を回す。

「ずる休みなんて、初めて」

　恥ずかしそうに、少しの喜色を込めてつぶやいた。

「声の調子が悪いのはウソじゃないんだし、いいんじゃないかな？　有休があるって言ってもらえたんだし」

　うなずいて、伸の肩に額を寄せた。彼にうながされたとはいえ、ずる休みという悪いことをしても受け入れられたうれしさに目を閉じる。

「朝ごはんを食べて、ゆっくりしよう。これからの話をしながら、ね？」

「うん」

　顔を上げて見つめあい、唇を重ねる。

　やわらかく押しつぶされた唇で、盆休み前に決意をした瞬間から現在までの出来事をかみしめた。

（思い切って、やってみてよかった）

　でなければ、伸との再会はなかったのだから。

　あの日、あの時に行動してよかった。尻込みをする自分を導いてくれた伸の背中を指でなぞると、しっかりと抱きしめられた。

　ふわふわと心が浮き立ち、世界が優しくなった気がした。

　これからは少しずつ、心のままに動いてみよう。

　ひとりでは難しくても、伸がいるなら大丈夫。受け止めてくれる愛しい人がいれば、きっと――。

「愛しているよ、晴ちゃん」

　まぶしそうに目を細めた伸に、晴美はうっとりと応えた。

「私も……伸くん」

　初恋の甘さを引き寄せながら、ふたりは心を絡ませた。
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　はじめまして。または、こんにちは。

　水み戸とけい、です。

　お話、お読みいただきありがとうございます。お楽しみいただけましたら幸いです。

　そして、こんなところまで読んで下さり、ありがとうございます。

　あとがき、というものは、どうも苦手で……というか、口下手？　うーん。

　はてさて、何を書けばいいのやら。

　他の作家さんのあとがきを読んでみると、内容についての詳しいお話や、日常のことなどを親しげな雰囲気で書いておられる。

　ふむぅ？

　困った。

　最近、私にあったことといえば、買ったはずのレーズンサンドが行方不明になり、二日後に発見された、という、とてつもなくしょうもないことくらいなんですよね。

　特売だったんですよ……エクレアサイズのレーズンサンドが。

　サクサクの細長いクッキーとフィナンシェの間みたいなものに、レーズンの入ったクリームがたっぷりと……ああ、好き。

　レーズン、苦手な方も多いみたいですが、私は好きな方でして。

　そういえば、レーズンパン。中学生の時、よく買っていたなぁ。

　購買で、百円ちょいで、おっきいのが買えたんですよねぇ。

　当時、味も大事ですけど、それ以上に量が欲しかった大食漢だった私（友人に、胃袋がみっつあるんじゃないかと言われていた）からすると、でっかいレーズンパンはありがたい存在でした。

　なんて、しみじみ書いても「知らんがな」ですよね（苦笑）。

　いや、もう、ほんとうに、あとがき、何を書けばいいのやら。

　何かこう、きらふわ系の話題があればいいんですけどねぇ。申し訳ない。




　最後になりましたが、ステキな表紙イラストを描いてくださった、桜さくら之のこまこ様。ありがとうございます。着物の透け感、涼やかで美しいです！　柄の存在感も魅力的で、本当に存在したら、ぜひ羽織ってみたいと思いました。




　いやもう、ほんとうに、こんなところまで読んでくださって、ありがとうございます。

　またどこかでお会いできましたら、よろしくお願いいたします。

　水戸けい、でした！

　Twitter→@mito_kei
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